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ご挨拶

日本全体でのDE&I推進に向けて

未来の日本の女性技術者・研究者の活躍を願って

　GCONは、2021年の高専制度創設60周年記念を機に、未来の女性技術者・研究者として期

待される高専の女子学生を中心に、日頃の研究や学習の成果を発表し、競い合う場として、

企画されたものです。

　GCON2024は、内閣府、文部科学省等からのご後援並びに19社にわたる企業のご支援とご

協力を受け賜わり、昨年12月にその本選を成功裏に開催することができました。

　この場をお借りしまして、ご協力いただいた全ての関係者の皆様方へ厚く御礼を申し上げ

ます。

　このコンテストの開催趣旨でもある「現代社会におけるダイバーシティの実現に向けた取

組」は近年、重要課題として挙げられています。

　そのような中、高専で学ぶ女子学生諸君が、SDGsの視点から社会課題の解決に向けた技術

開発を提案し、ビジネスチャンスの創出に挑戦することは、このコンテストの存在が大きな

意義を持つものと考えています。

　これらの「ダイバーシティの実現に向けた取組」として、全国の国公私立高専の学生諸君

から技術開発提案を募り、今大会では85件の提案が提出されました。
　書面審査と面談審査を通じて、本選へ出場する12チームまで絞り込まれた後、メンターに
よるプレゼンテーション力の向上を目指す指導を経て、その成果を本選において、十分に発
揮することで、出場した学生諸君の更なる成長の機会を創出させ、将来、日本の女性技術
者・研究者として活躍されることを促進する契機となることを期待いたします。

　国立高等専門学校機構では、創造的で実践的な技術者の育成に向けて、ダイバーシティ・
エクイティ&インクルージョン（ＤＥ＆Ｉ）の精神に則り行動計画を策定しています。
　具体的には、入学者に占める女子比率35%以上、教員採用者に占める女性採用比率を専門
学科20%以上かつ全体30%以上、その他高専運営における上位職に占める女性比率の向上、
高専教職員の障がい者雇用の法定雇用率の向上等、かなり意欲的、かつ具体的な内容になっ
ています。
　この背景には、日本はOECD諸国の中で、理系人材の女性割合が最下位の状況であり、そ
の大きな原因として、この問題への日本全体としての関心が低い、間違った認識が多いとい
うことです。
　一方で、日本の教育、特に数学の力、理科の力は世界でもトップレベルです。その中で
も、高専生は先駆的な技術教育を受けており、さらに先に行く実力を身につけていると言え
ます。
　高専GCONでは、女子学生を中心とするチームが社会の様々なことに関心を持ち、自分た
ちの技術でどのように社会課題を解決できるかを考え、そして実現させることに挑戦してい
ます。
　GCONを通じて、女子高専生たちの活躍を広く社会に発信し、日本全体でＤＥ＆Ｉ推進が
進んでゆくことを祈念するとともに、関係者の皆様のご尽力に感謝申し上げます。

谷口　功
独立行政法人国立高等専門学校機構
理事長

横山 広美
独立行政法人国立高等専門学校機構
理事
東京大学国際高等研究所
カブリ数物連携宇宙研究機構
副機構長　教授
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GCONの“Ｇ”が取れる日を目指して
　こうした背景の中で、国立高等専門学校機構と日本経済新聞社は、
      高専における「Society5.0型創造的技術人材」の育成機会の拡大
     女性技術者・研究者が少ない日本の現状打破
に向けて、高専女子の社会的な価値の認知や活躍の場を拡げ、未来への飛躍を期して、「高専GCON（高専GIRLS
SDGs×Technology Contest）」を2021年度にプレ大会、翌年度に高専制度創設60周年記念として第1回大会を開催。2023
年度には第2回大会を開催し、全国の46高専85チームが参加し、高専女子を主体とするチームがSDGsとテクノロジーで社
会課題を解決するコンテストとしての地位を築きあげてきました。
　2024年度、高専GCONはさらに進化し、「 高専でのダイバーシティ啓発、高専生の研究・取り組み、キャリア支援を推
進し、社会の未来を担う技術者・研究者の育成に寄与する」ことを目的に掲げ、第3回大会を開催しました。
　そして、これからもコンテストの社会への発信を通じて、日本の
女性技術者・研究者を増やすことへの貢献を図ってまいります。
　日本の女性技術者・研究者を増やすためのポジティブアクションと
してスタートした「高専GCON」。
日本でより女性活躍推進、ジェンダー平等が進む。
ダイバーシティが当たり前の社会になる。
GCONの「Ｇ（Girls）」が取れる社会の実現を目指し、
GCONは一歩一歩進んでゆきます。

高専GCON2024　開催趣旨

次代のテクノロジー社会を支える人材を育む「KOSEN」

進まない理系女性の輩出。イノベーションを阻む要因に

　「高専（高等専門学校）」は、日本の高度経済成長を担う実
践的で高度な専門知識を持つ技術者を育成するため、1962年
に生まれました。以来、5年間の一貫教育で「社会実装人材」
育成を推進。「できないではなく、どうすればできるのか！」
を志向するチャレンジ精神に則り、地域社会の課題解決、産業
の振興に寄与してきました。そして日本のものづくり産業が大
きな転換期を迎える中、高専は国の重点政策である「アントレ
プレナーシップ教育の推進」で「高等専門学校スタートアップ
教育環境整備事業」が採択されるなど、Society5.0が掲げる
様々な社会課題をデジタルテクノロジーで解決してゆく未来人
材、高専だからこそ担える地域密着・課題解決・社会実装の創
造的技術者の育成への期待が高まっています。

   一方で、社会の新しい価値を生み出すには多様性が極めて重
要です。例えば、産業界では女性の視点の重要性が新しい価値
を生み出す原動力と言われています。しかし、OECDが加盟各
国の大学など高等教育機関の卒業・修了生に占める女性の割合
を調べたところ、2021年時点で日本は平均を大きく下回り、
「自然科学・数学・統計学」の分野で27％、「工学・製造・建
築」で16％と、いずれも加盟38カ国の最下位、前回調査
（2015年）と比較しても数値はほとんど改善していない状況で
した。
 “ダイバーシティ”と“イノベーション”が経済や企業の成長、そ
して誰もが住みやすい社会の構築に不可欠となる中で、日本が
直面している大きな課題となっています。
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高専女子(チーム）が、SDGsの視点で日頃の研究や演習の成果を
基に社会課題解決の技術開発を提案します。

募集要項

概要

高専機構・日経・協賛社・サポーターが連携し、
次代のイノベーションを担う高専生の「社会課題の探究（SDGs）教育」と

「女性技術者・研究者を増やす」ことに取り組むプロジェクトです。

【募集テーマ】

審査項目

SDGsを中心としたさまざまな社会課題の解決に向けた
技術開発・アイデアの提案

高専生が日頃行っている研究や学習を基にしており、SDGsの観点から社会課題解決に貢献できる提案
実現可能性・新規制・独自性があり、これまでなかったような新市場、ビジネスチャンスにつながる課題解決への情
熱ある提案
女性が活躍できる社会実現に向けた提案を推奨

解決したい社会課題の明確化 これまでに無い新市場、ビジネ
スチャンスにつながる提案など
の新規制

先行研究/事例の把握、技術的な
課題と解決に向けた裏付けの的
確性バックキャスティング・マルチ

ステークホルダー・自分ごとと
しての発想 自身の体験から考え出した独自

性
自分たちの研究・開発実績、メ
ンバーが具体的に取り組んだ部
分の明確化
チームビルディング、外部関係
者の巻き込み力　など

SDGsへの理解と
自分との関わり イノベーション視点 実現への道程
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高専GCON2024　年間スケジュール
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高専GCON2024　エントリーチーム一覧

高専名 チーム名 テーマ名 分野 掲載ページ

函館工業高等専門学校 COWNECT 酪農家・乳業界と社会を革風製品でつなぐ ⑧ビジネス系 9
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21

21

21

21
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22

22

23

23

23

23

24

24

24

24

25

25

25

25

26

26

27

27

28

28

28

⑧ビジネス系

⑧ビジネス系

⑧ビジネス系

⑨その他

⑨その他

②電気・電子系

②電気・電子系

①機械・材料系

①機械・材料系

①機械・材料系

①機械・材料系

③情報系

③情報系

③情報系

③情報系

③情報系

③情報系

③情報系

③情報系

③情報系

③情報系

④化学・生物系

④化学・生物系

④化学・生物系

④化学・生物系

④化学・生物系

⑥建築系

⑤建設系

⑨その他

⑨その他

⑨その他

⑨その他

⑨その他

⑨その他

⑨その他

⑥建築系

⑤建設系

⑤建築系

⑤建設系

⑤建設系

⑤建設系

僕ら大好き報連相！ スマート農業で未来を耕す釧路工業高等専門学校

チーム・まちのお医者さん Let's Go!! ❤ＷＡＫＩパークレット福島工業高等専門学校

早坂・大畑Lab DAMONDE（だもんで）豊田工業高等専門学校

ezaki-lab 海女文化存続と海の資源回復に向けたウニの畜養鳥羽商船高等専門学校

しんかぬちゃー 赤土流出とサンゴの未来～死んだサンゴで生きているサ
ンゴを守ろう！～沖縄工業高等専門学校

チーム946 JIRIを用いたサウナの提案釧路工業高等専門学校

デコボコ隊 『いい事』が広がる街づくり釧路工業高等専門学校

北国のデジタルまじしゃんずβ E-hon－動くデジタル絵本生成アプリが生み出す知育教育－旭川工業高等専門学校

酒粕倶楽部 酒粕肉まんの展開一関工業高等専門学校

ねここねこ まちに潜む災害～空き家を災害面でとらえる～仙台高等専門学校

マテ女と愉快ないいんちょ 廃棄物から代替プラスチック⁉ ～環境問題への挑戦～仙台高等専門学校

地震守り隊 スマートフォンを用いた住宅向け構造ヘルスモニタリング
システムの開発秋田工業高等専門学校

Chillmates 活動空間に基づく熱中症予防システム鶴岡工業高等専門学校

災害時における避難所情報共有アプリの開発および災害向け
総合情報共有アプリの提案Iばらきらぼ茨城工業高等専門学校

みらいゲイザー 適職を知る キャリア共育プログラム茨城工業高等専門学校

Its pokapoka 使い捨てカイロの再利用東京工業高等専門学校

金魚 ECOストローング東京工業高等専門学校

Be-Mice 市民向け建設・インフラ体験イベント「はしおし」の開催長岡工業高等専門学校

長岡高専プレラボチームG その紙どーいがー?長岡工業高等専門学校

ほたるいか高専 『日本で1番女子学生数が多い高専が考えた』中学生と高専生
のマッチングアプリ富山高等専門学校

温めるだけで高性能な衛生検査を！高機能ポリマーが織りなす
濃縮技術濃縮系女子(G-Con:Girls-Concentrated)富山高等専門学校

F4〜4階のフリータイムファミリー〜 3Dプリンタ×スマートハウス石川工業高等専門学校

チームNANA コーヒーグラウンズで変える美容業界福井工業高等専門学校

つちのこ 森林の土壌で安定して発電できる微生物燃料電池の開発福井工業高等専門学校

さかちゃんズ 水害からまちをまもる！街中水路をリスクからベネフィットに長野工業高等専門学校

長生きし隊 健康測定機器による高齢者の健康増進長野工業高等専門学校

Woodys 防災グッズに大変身！間伐材を利用した炭素を固定する
学習机と椅子岐阜工業高等専門学校

富士グリーンリーフ お茶の廃棄物を活用したエコバッグで富士山のゴミ問題を解決沼津工業高等専門学校

富士なび 富士山スマートナビゲーション沼津工業高等専門学校

エクスペクト・パトローナム パーソナライズな対話型ロボットで認知症（ディメンター）予防鈴鹿工業高等専門学校

バトンProject つなげ！持続可能な社会を実現するバトンProject！鈴鹿工業高等専門学校

キラータフガールズ echodian 居場所通知型子供見守りグッズ舞鶴工業高等専門学校

さとえもん 小中学生向け環境教育における新たな教材『はぴエコ』の提案舞鶴工業高等専門学校

チーム大根 QOLをちょっと上げる防災グッズ『懐中電灯ホログラム』奈良工業高等専門学校

アナリスト仙台高専高等専門学校 ジェンダー平等は性知識の平等化から！「互いの性を理解
する」コンテンツと気軽に相談できるAIチャットの提案

チャリンコ倶楽部木更津工業高等専門学校 衛星データを活用した潜在的「魚のゆりかご水田」分布
把握手法の開発

サイトマン沼津工業高等専門学校 オープンデータを使って斜面崩壊リスクを全部可視化
するプロジェクト

たまごだいふく明石工業高等専門学校 みんなで学ぼうため池の危険性～擬似ため池堤防で
ため池転落死者数を0に～

誰もがきっと、速くなる!米子工業高等専門学校 ドローン×AI動作解析によるスポーツ競技力向上ア
プリの開発

photocatalyst twins新居浜工業高等専門学校 磁性＋光触媒＝安全な水！持続可能な社会を実現する
ハイブリッド磁気光触媒材料の開発

アップルs小山工業高等専門学校
オンライン×3Dプリンタで創る未来の可能性～地域を超え
て広がる、女性の活躍と新しい挑戦ができる社会～

each other木更津工業高等専門学校 色覚の多様性を体験するVR～体験を通して暮らしやすい
デザインを考えよう～
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高専名 チーム名 テーマ名 分野 掲載ページ

和歌山工業高等専門学校 PLUM　GIRLS 和歌山県産南高梅の特徴を活かしたフルーティーな香り
梅干しの開発

④化学・生物系

④化学・生物系

④化学・生物系

④化学・生物系
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34

36

36
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32

31

31

⑨その他

⑨その他

⑥建築系

①機械・材料系

⑨その他

⑨その他

⑥建築系

⑤建設系

②電気・電子系

②電気・電子系

⑧ビジネス系

⑨その他

⑨その他

⑨その他

⑧ビジネス系

⑤建設系

①機械・材料系

⑧ビジネス系

③情報系

④化学・生物系

⑥建築系

⑥建築系

⑥建築系

⑥建築系

⑨その他

③情報系

③情報系

③情報系

②電気・電子系

③情報系

③情報系

②電気・電子系

②電気・電子系

④化学・生物系

②電気・電子系

②電気・電子系

⑧ビジネス系

⑤建設系

COSMOS 天体分光観測用波長較正ユニットの開発とその活用米子工業高等専門学校

米子高専B＆C研究同好会 廃棄物を材料として活用した燃料電池の開発

KUREワンダーランド

リノベンジャーズ

呉高専しげまつLab

E-Project　シーパートナーズ

E-Project

ハートブースター

おおしまっこ

子どもの安全守るっ隊シスターズ

海苔排水から人々を救い隊

授乳室お困りごと解決し隊

苔玉BONSAIイノベーション

ゼリービーンズ

歩く寝袋

クマさんと絵本

MiMiCs

チーム・Co住創

地宝地守

竹取のオンナ

破天荒がーるず

Feel fit

うみあっちゃー

とらっちゅ

bio

NTP

えびてん

ハムスターズ

林檎の木

三代目サーキットデザインGirls

Nit♡Kit 細胞LAB

TRUST

くらふと女子

ワードコネクタ

河村ＬＡＢ

KUREを外国人の訪れやすい街に！

呉市空き家バンクの情報を魅力的に発信しよう！

トンネル掘削における最強の次世代カッタビット探求‼

ウミガメ型マイクロプラスチック回収ロボットで世界を救う

ワイヤレス給電キャリアカー

AED救急配送システムの提案

十人十竹 -あなただけの竹とんぼと一緒に工学的思考を-

保育施設での見守りシステムの開発

海苔排水で困る人たちに私たちができること

見る見るmilkるーむ

地域のミライを変える“共創力”癒しの苔玉パワー

目指せ循環型社会！

高齢者用タブレットの開発

企業と子供を繋げる職業体験サービスの提案

おえかきポレンタ

高専生が地域を繋げる「コミュニティ・アーキテクト」の実践

アマテラスオオミ紙

すくすく育てたい！竹の魅力！

防災カードゲームによる「地域防災力」の向上への取り組み

植物と対話できるサービス

水中ドローンとAIを使った沖縄に住むサンゴと魚の健康調査

移動するゴミ箱ロボットによる観光地美化プロジェクト

べジスキャナー

工学好き育成プロジェクト

中学生に寄り添いながら自己選択・自己決定を促すことで、
進路の選択肢を広げるアプリ開発

高専生のためのオンライン・ビア・フィードバック・
システムの開発

高専生による小中学校におけるプログラミング教育の
レベルアップ！

有明高専発！サーキットデザイナー1000人計画
～全ての学生・教職員がICチップを試作できる未来へ～

細胞融合で天然ヒト抗体をスマートにつくる
〜新しいヒト融合パートナーの作製〜

光のまち阿南から世界に向けてレーザー加工を使った
新たなものづくり

小中学生に向けた体験講座を通してリケ女を増やし、
地域活性化へ

ボードゲームおよびカードゲーム型「日本事情」
学習教材開発プロジェクト 

津波避難を促すための防災教育VRツアーと
3Dハザードマップの活用

呉工業高等専門学校

呉工業高等専門学校

呉工業高等専門学校

宇部工業高等専門学校

宇部工業高等専門学校

宇部工業高等専門学校

大島商船高等専門学校

久留米工業高等専門学校

有明工業高等専門学校

香川高等専門学校

香川高等専門学校

新居浜工業高等専門学校

北九州工業高等専門学校

熊本高等専門学校

大分工業高等専門学校

都城工業高等専門学校

都城工業高等専門学校

都城工業高等専門学校

都城工業高等専門学校

鹿児島工業高等専門学校

沖縄工業高等専門学校

沖縄工業高等専門学校

東京都立産業技術高等専門学校

サレジオ工業高等専門学校

神山まるごと高等専門学校

弓削商船高等専門学校

阿南工業高等専門学校

有明工業高等専門学校

北九州工業高等専門学校

阿南工業高等専門学校

阿南工業高等専門学校

宇部工業高等専門学校

呉工業高等専門学校

MECA女養成プロジェクト 輝け！女性エンジニア呉工業高等専門学校

山陰の食材を使った発酵食品を提案　
米子高専

トマト嫌いな人達がトマトで何かを
作ってみた件について高知工業高等専門学校

スイカ酵母を用いたアルコール並びに関連食品の創出

トマトで着色料作り

4ever松江工業高等専門学校 石油備蓄陸上タンク震災レジリエンス強化のための
スロッシング評価

しまんちゅ広島商船高等専門学校 物流を学べるゲーム開発（HEXATICS）
 -教育を通して物流に革命を-

からふるらぼ呉工業高等専門学校 “ シン・CUD 1.0 ”の提案～照明から考える新しい
カラーアクセシビリティガイドラインの第一歩～

高専GCON2024　エントリーチーム一覧

米子工業高等専門学校

米子工業高等専門学校
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COWNECT
（函館高専）

　生乳の生産調整はバター生産でその
２倍量副生する脱脂粉乳の大量余剰が
原因であり、その裏では酪農家が牛を
手放したり殺処分したりする悲劇があ
る。一方でバターは輸入するという歪
な構造になっている。
　そこで脱脂粉乳から加工食品ではな
く、高付加価値製品として、『革風素
材』を開発した。これは天然皮革同様
に牛を原料とするが「牛は殺さない」
ヴィーガン的素材というコンセプトで
あり、この消費拡大は結果として酪農
家を救う。

酪農家・乳業界と社会を革風製品でつなぐ
＜学生メンバー＞
　佐久間 希美（本科4年）
　西野 快（本科4年） 
　池田 胡桃（本科5年） 
　三川 ゆい（本科5年）

＜サポート教員＞
　寺門 修(物質環境工学科)
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僕ら大好き報連相！
（釧路高専）

ポンチ絵（縦型）

スマート農業で未来を耕す

　私たちは、水資源として豊富な「海
水」と太陽光発電／砂電池で稼働する
「植物工場エネルギー管理システム
(FEMS:Factory Energy Management
System)」を活用する「スマート農
業」の事業提案に取り組んでいます。
具体的には、台風や津波などの災害に
より海水に浸食された低地や乾燥した
砂漠など淡水の確保が困難であるため
に通常の農業に適さない場所におい
て、貴重な淡水の代わりに様々なミネ
ラルを豊富に含む海水を用いて、ビタ
ミンや鉄分などの栄養素に富む「ホウ
レンソウ」などの作物を安定生産する
農業システムであります。ここでは、
LED照明、空調機器、そして水耕栽培
機器などを太陽光発電と砂電池から電
力を得て、作物の生育状況に応じて最
適制御します。
　更に、この提案は女性が活躍できる
環境を整え、ジェンダー平等やフェム
テックの視点からも貢献する内容とな
っています。持続可能な農業を通じ
て、新たな市場開拓にもつながること
を期待しています。

＜学生メンバー＞
　大西 胡春（本科4年）
　荒井 佑名（本科4年）
　川中 咲和（本科4年）
　大脇 美彩（本科4年）
　野田 雄太（本科4年）

＜サポート教員＞
　川村 淳浩（機械工学分野）
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アナリスト
（仙台高専）

ジェンダー平等は性知識の平等化から！
「互いの性を理解する」コンテンツと気軽に相談できる

AIチャットの提案

　本サービスは、AIの活用と専門家との
連携により、全ての人に正しい性知識を
提供しつつ、どの利用者にも寄り添った
支援を行うチャットアプリです。性に対
する意識の変革を促すことで互いの性を
尊重できる社会を実現します。主なコン
テンツは、専門家の監修を受けた性知識
の学習ページ、すぐに悩みや疑問につい
て相談できるAIチャット、専門家に相談
できるカウンセラーチャットです。正し
い性知識や、性を超えた関わり方につい
て学ぶ機会を提供することでジェンダー
平等の社会につなげていきます。

＜学生メンバー＞
　伊藤 知世（本科5年）
　稲葉 梨華（本科5年）
　梅津 彩果（本科5年）
　村上 夢果（本科5年）

＜サポート教員＞
　高橋 晶子（総合工学科）
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チーム・まちのお医者さん
（福島高専）

Let's Go!! ❤ＷＡＫＩパークレット

　本提案は、日頃からまちづくりにつ
いて学び、地元愛にあふれる高専生
が、行政、企業、住民の方々との協同
作業を通して、まちの課題解決を目的
とする空間を創出しようとする取り組
みである。具体的には、新たなシンボ
ルと休憩・交流の機能を兼ね備えるパ
ークレットを既往の事例やまちの実態
調査を踏まえて構想、計画、設計をし
て、ワークショップを通してアドバイ
スや意見を踏まえた修正・提案を重ね
ながら社会実験による検証と評価、そ
して社会実装へとつなげようとしてい
る。

＜学生メンバー＞
　高田 奏（本科5年）
　梅津 柚花（本科5年）
　佐川 さくら（本科5年）
　丹野 日万莉（本科5年）
　長岡 凌功（本科5年）

＜サポート教員＞
　齊藤 充弘（都市システム工学科）
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チャリンコ倶楽部
（木更津高専）

　琵琶湖に生息するニゴロブナは、滋
賀県の特産品である鮒ずしの原料であ
り、地域にとって欠かせない存在です
が、現在、絶滅の危機に直面していま
す。かつて水田はニゴロブナのゆりか
ごとして重要な役割を果たしていまし
たが、その機能の多くが失われたた
め、回復させるために滋賀県は「魚の
ゆりかご水田プロジェクト」として産
卵場の整備を進めています。しかし、
その実施面積は限られており、さらに
は一時的な転作によりその機能が脅か
されています。
　この課題に対処するために、私たち
は衛星データを活用して潜在的な魚の
ゆりかご水田を特定する技術を開発し
ています。この取り組みは、ニゴロブ
ナの産卵場を保護し、地域の生物多様
性を再興させることを目指していま
す。さらにはそれを基盤として生物保
全認証ラベルによるお米のブランド化
を促進し，地域経済の活性化と魅力向
上を実現することに寄与します。

衛星データを活用した潜在的「魚のゆりかご水田」
分布把握手法の開発

＜学生メンバー＞
　田中 美羽（本科5年）
　澤田 瑞穂（本科5年）
　髙宮 青空（本科5年）

＜サポート教員＞
　佐久間 東陽（環境都市工学科）
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サイトマン
（沼津高専）

オープンデータを使って斜面崩壊リスクを
全部可視化するプロジェクト

　このプロジェクトは、集水域毎の累
積流量、平均植生高、平均斜度、土壌
雨量指数の最大値を基に、既存ハザー
ドマップに記されていない隠れた土砂
災害リスクを予測することを目的とし
ています。気候変動により豪雨が増加
し、災害の規模が拡大している中、
QGISなどの地理情報システムを活用
してリスク地域を可視化します。地域
の防災対策に貢献し、住民の安全を守
るため、より精度の高いマップを提供
することを目指しています。

＜学生メンバー＞
　和田 莉央（本科5年）
　麦島 好美（本科3年）
　岸本 真理子（本科2年）

＜サポート教員＞　
　鈴木 静男（電子制御工学科）
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早坂・大畑Lab
（豊田高専）

　 「 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 」 を
「AI」の力によって解決したいと考
え、本プロジェクトを着想しまし
た。コンクリートに含まれているカ
ルシウムは空気中のCO₂を取り込む特
性があり、1㎥あたり、最大約200㎏
のCO₂を固定できると言われ、これを
「White Carbon」と称しています。
地球上には多くのコンクリート構造
物があり、多くのCO₂を固定していま
す。本プロジェクトでは、コンクリ
ート構造物が固定化するCO₂を定量的
に把握するシステムを開発します。

DAMONDE（だもんで）

＜学生メンバー＞
　野々山 空見（専攻科1年）
　野澤 佳美（専攻科1年）
　山田 活樹（専攻科2年）
　福岡 葵（専攻科2年）

＜サポート教員＞
　大畑 卓也（環境都市工学科）
    早坂 太一（情報工学科）
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ezaki-lab
（鳥羽商船高専）

海女文化存続と海の資源回復に向けたウニの畜養

　私たちの学校がある伊勢志摩は、世
界で一番海女が多い地域です。しか
し、海女は高齢化や過疎化の影響で
年々減少しており、海女文化の継承が
難しくなってきています。そこで、私
たちは海女が採取し、蓄養したウニを
「海女あまウニ」としてブランド化
し、高収益化を図ることで、持続的な
海女漁の継承を支援します。蓄養にお
いては、環境計測と化学分析を活用
し、ウニの水温による食性、餌の違い
による風味の違いを明らかにし、高専
ならではの技術を活用します。

＜学生メンバー＞
　松本 莉奈（本科4年）
　永井 玖愛（本科5年）
　北川 侑奈（本科4年）
　中河 愛依（本科4年）
　永田 蒼（本科2年）

＜サポート教員＞　
　江崎 修央（情報系）
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たまごだいふく
（明石高専）

みんなで学ぼうため池の危険性
～擬似ため池堤防でため池転落死者数を0に～

　ため池は農業用水や災害時の生活用
水、防火用水に利用される一方で、特
に高齢者や子供の転落死亡事故が多
い。農林水産省によると、毎年約25
人が死亡しており、釣りや水遊び中に
多く発生している。そこでため池の危
険性を疑似体験できる『擬似ため池堤
防』の導入・安全教育を行い、転落死
亡事故防止を図ることを提案する。
　ため池の多い兵庫県や瀬戸内海地方
だけでなく、全国での利用が期待され
る。今後、小中学生や高齢者を中心に
講座を実施し、装置を改良していく。

＜学生メンバー＞
　中川 紗那（本科4年）
　林 真央（本科4年）

＜サポート教員＞　
　武田 字浦（都市システム工学科）
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誰もがきっと、速くなる!
（米子高専）

ドローン×AI動作解析による
スポーツ競技力向上アプリの開発

  近年、AI動作解析により選手の動き
を数値化・可視化し、競技力向上につ
なげるスポーツテックに注目が集まっ
ている。一方で、スポーツテックの導
入には先端機器(モーションキャプチ
ャー等)や高度な解析技術が必要であ
り、その恩恵を受けられる人はトップ
アスリートなど一部の人に限られてい
る。
 そこで本研究では、ドローン×AI動作
解析を用いて、誰でもどこでも簡単に
スポーツ力を向上できるスマホアプリ
を開発する。これにより子供から高齢
者までスポーツや運動を楽しむ全ての
人が、平等に楽しく健康な体作りがで
きる社会を実現する。

＜学生メンバー＞
　矢田 ほのか（専攻科2年）
　梅田 優太（本科2年）

＜サポート教員＞
　田中 博美（総合工学科電気電子部門）

18



photocatalyst twins
（新居浜高専）

磁性＋光触媒＝安全な水！持続可能な社会を
実現するハイブリッド磁気光触媒材料の開発

＜学生メンバー＞
　木村 遥（本科3年）
　加藤 奈々美（本科3年）

＜サポート教員＞
　平澤 英之（環境材料工学科）

19

　光触媒材料は、太陽やLED等の光が
当たると材料表面で酸化還元作用を引
き起こし、汚れや有害物質･ウイルス
などを、無害な水と二酸化炭素などに
分解することができる材料である。本
プロジェクトは、光触媒材料に磁性を
持たせた新しい光触媒材料の開発に挑
戦するものであり、太陽の光で汚れた
水を浄化した後、磁石の力で吸着・回
収できる、これまでにないクリーンで
サステナブルな材料の開発を目指す。
　本プロジェクトにより、太陽の光の
みで繰り返し利用できる浄水システム
を実現することができれば、日本の
「工学」の技術で世界中にきれいな水
を届けられるようになり、国際社会に
広く貢献できると考えている。



しんかぬちゃー
（沖縄高専）

赤土流出とサンゴの未来
～死んだサンゴで生きているサンゴを守ろう！～

＜学生メンバー＞
　宮澤しえ（本科3年）
　嘉陽里紗（本科3年）
　栗山文（本科3年）
　盛田花凛（本科3年）

＜サポート教員＞
　沖田 紀子（生物資源工学科）
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　私達は、サンゴ骨格を利用して赤土
流出を防止し、海と生態系を守ること
を目標にしている。これはSDGs目標の
14.15に関連する。サンゴ骨格の再利用
と赤土流出防止は、いずれもすでに
様々な取り組みがあるが、その二つを
掛け合わせたものはみられない。そこ
に独自性があると考えている。
　サンゴ骨格に赤土流出防止の効果が
あることは本チームによる2024年7月
の実験で判明した。実装化について
は、現在研究中である。
　このような問題を周知することで、
改善に進むと共に女性を含む多様な
人々の活躍の場が増えることを目指し
ている。



『いい事』が広がる街づくり
チーム946（釧路高専）

E-hon－動くデジタル絵本生成アプ
リが生み出す知育教育－

　 地球温暖化が著しい現代
社会においてSDGｓの中から
「脱炭素」「地域貢献」に関
することをもっと意識してい
くべきと考えた。それと同時
に、地元である北海道釧路市
の人口減少も問題視しなくて
はならない。本提案の舞台で
ある北海道釧路市は霧の発生
量が多い。
　愛好家の増加が見込まれる
サウナをベースに、適切に伐
採 し た ” 木 ” と 釧 路 の ” 霧
（JIRI）”、脱炭素に貢献する
新しい技術”建設３Dプリンタ
ー”を用いながらSDGsに向け
た 取 り 組 み を 提 案 す る 。
※JIRIとは釧路特有の霧の種
類であり通常の霧よりも湿度
が高く、霧雨に近い。

デコボコ隊（釧路高専）

北国のデジタルまじしゃんずβ（旭川高専）

JIRIを用いたサウナの提案

ポンチ絵（縦ver）

酒粕倶楽部（一関高専）

　日本酒製造により生み
出される酒粕は、廃棄さ
れている現状にある。酒
粕のもつ発酵の力、栄養
価を生かした酒粕肉まん
を売り出す事で、酒粕を
利活用し、食糧廃棄物の
削 減 に 繋 げ た い と 考 え
る。酒粕は酒蔵によって
様々な風味・味わいを持
つため、岩手県や新潟県
の酒蔵と連携し、様々な
種類の酒粕を使った肉ま
んの販売を考えている。
数種類の酒粕肉まんの食
べ比べセットとしての販
売と、日本酒とセットで
の販売を考えており、大
人から子供まで全ての人
に 向 け て 事 業 を 展 開 す
る。

酒粕肉まんの展開

　ゴミ拾いや慈善活動のモチ
ベーションを上げるためのア
プリを提案する。このアプリ
では、ゴミ拾いや募金、人助
けなど、さまざまな『いい
事』を文章や写真で投稿で
き、他の人から温かい反応を
もらうことができる。また、
ゴミ箱や募金箱の位置をマッ
プに記載できる機能も追加
し、ゴミの捨て場所に困る問
題も解決する。その他の機能
としてボランティアイベント
情報の告知などができる。
　将来的には、慈善活動の投
稿の数や投稿に対するリアク
ション数によって、広告収入
（釧路市内の企業を考えてい
る）を得られる仕組みも考え
ている。これにより、多くの
人が気軽に慈善活動に参加
し、クリーンで温かい街づく
りが促進されると考えてい
る。

　本提案は、動くデジタル絵本生成アプリ「E-hon」の提案です。
　提案アプリを用いて子育てすることにより、ICTスキル，想像力，創
造力を兼ね備えた子供を育てることができます。そのような子供は手
がかからない子供となり、子育てに必要な時間と手間を大幅に減らす
ことができるようになります。日本国内の子育ては、女性に依存して
いることが多く、その人たちに時間を生み出すことで、女性が活躍で
きる社会実現に寄与できると考えています。

21



廃棄物から代替プラスチック⁉  
～環境問題への挑戦～

スマートフォンを用いた住宅向け
構造ヘルスモニタリングシステムの開発

　私たちは、SDGsの目標11
と12の解決を目的として、
環境に優しい生分解性代替
プラスチックの開発を行っ
ている。廃棄物となるリグ
ニンとでんぷんを原料とす
ることで代替プラスチック
開発を通して脱石油依存社
会やカーボンニュートラル
を実現し、環境への悪影響
を抑制する。さらに、リグ
ニンの剛直性とでんぷんの
柔軟性を兼ね備え、強度と
加工性に富む機能性代替プ
ラ ス チ ッ ク の 開 発 を 目 指
す。

　現在、地震後の被災度判
定が専門家の目視で行われ
るために時間がかかってい
る。一方、ヘルスモニタリ
ング技術が進展し、建物の
応答を用いて瞬時に損傷評
価が可能だが、主に高層建
築物を対象にしているため
手法が複雑になっている。
そこで、住宅向けにシンプ
ルな推定手法を提案し、使
用済みスマートフォンを地
震計として活用することで
コストを抑え、ヘルスモニ
タリングを導入しやすくす
る。これにより、損傷判定
がリアルタイムで行えるよ
うになり、住宅、さらには
地域全体の安全性並びに防
災性を向上することができ
る。

ねここねこ（仙台高専）
まちに潜む災害
～空き家を災害面でとらえる～

　SDGsの目標：12. つく
る責任つかう責任、13. 気
候変動に具体的な対策を、
15. 住み住み続けられるま
ちづくりをターゲット：建
築では空き家問題という課
題が解決されない現状があ
る。空き家は老朽化により
崩壊する。また不法侵入や
不法投棄が常時あり、地域
景観や治安に影響する。ま
た、大きな災害により、空
き家は倒壊などの大きな被
害を出し、復旧・復興の遅
延にも影響を与える。減災
という視点からみた、SDG
ｓの「つくる責任　つかう
責任」「気候変動に具体的
な対策を」「住み続けられ
るちづくりを」について解
決していく。

マテ女と愉快ないいんちょ（仙台高専）

地震守り隊（秋田高専）

ポンチ絵（縦ver）

Chillmates（鶴岡高専）
活動空間に基づく熱中症予防システム

　本システムの目的は、熱中症予防
のために活動空間に基づき、ユーザ
毎に適した熱中症予防情報を提供す
ることである。熱中症を予防するた
めには、気温・湿度などの活動空間
の気象情報、性別・年齢などのユー
ザ情報、ユーザの活動内容を考慮す
る必要がある。そのため、我々はこ
れらすべてを考慮した熱中症予防情
報提供システムを開発する。　
　本システムは暑さ指数計、サー
バ、情報提示用端末で構成される。
暑さ指数計はWLANまたはLTE回線
を用いて定期的に計測した気象デー
タをサーバにアップロードする。サ
ーバはGPSによるユーザの現在位置
を用いてユーザの活動空間を特定す
る。そして、特定されたその活動空
間の気象情報と端末から提供された
ユ ー ザ 情 報 を 基 に WBGT と
Work/Rest Cycleを生成し、端末に
提示する。情報提示用端末はサーバ
へのユーザ情報（位置情報、活動内
容、性別、年齢など）のアップロー
ドとユーザへ熱中症予防情報の提示
を行う。

22



　私たちのチームは、アイ
デアを形にできる3Dプリン
タ技術に注目し、「3Dプリ
ンタを用いてオンラインで
モノを届ける」仕組みを開
発し、地域を超えた教育の
質の向上と、ICT技術を活
用したモノづくり分野での
女性の活躍を促進すること
を目指しています。本提案
では、実際に地域の保育園
と提携し、保育園に3Dプリ
ンタを設置して定期的に教
材を届けるプロジェクトを
進行中です。幼少期から3D
プリンタを使ってモノづく
りに触れることで、新しい
発想を養い、男女問わず誰
もがモノづくりに参加でき
ることを園児やその保護者
に広く伝えることを目指し
ています。
　

アップルs（小山高専）
オンライン×3Dプリンタで創る未来
の可能性 ～地域を超えて広がる、女性
の活躍と新しい挑戦ができる社会～ 

みらいゲイザー（茨城高専）
適職を知る キャリア共育プログラム

  私たちは、高専生や中学生向け
のキャリア共育を提案し、学生
が自身の適職を考える機会を創
ります！新卒社員の3～4割が3年
以内に離職する現状を受け、高
専生にキャリアを具体的に考え
てもらうための様々なイベント
を企画し、主催しています。こ
れまでに、高専4年生対象のイン
ターンシップ事例説明会を企画
し主催し、女性向けのワークシ
ョップ型キャリア座談会を実施
しました。今後は、対象を中学
生にも広げ、中学生向け「仕事
体験×科学教室」の企画に取り組
み、学生が適職に就き楽しく働
ける社会を目指します。

Iばらきらぼ（茨城高専）
災害時における避難所情報共有アプ
リの開発および災害向け総合情報共
有アプリの提案

色覚の多様性を体験するVR
 ～体験を通して暮らしやすいデザイン
を考えよう～

　色覚による障がいを理解している人が少ないため、色覚の少ない方
の立場をリアルに体験することができるVRコンテンツの開発を提案す
る。このコンテンツを通して色覚の少ないP型やD型などの色覚タイプ
を持った方の気持ちを推測することができたり、多様性やサポートの
仕方を考えるきっかけになり、不平等を減らせると考える。
　現在は、Unityとblenderを用いて信号機のある交差点や花火などの
様々なシチュエーションを表現し、VR空間を制作している。今後は日
本デザイン学会での発表も予定しており、主に小学校で活用していき
たいと考える。

each other（木更津高専）
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　災害時には、避難所で
の生活を強いられる状況
に陥ることも少なくない。
では、いざ災害が起きる
前に地域の避難所につい
てどれくらいの知識があ
るだろうか。災害が起き
てから、直近の避難所を
探し、そこが知らない場
所であった場合マップア
プリを開き、到着する頃
には避難所が満杯、と
いことも有り得る。また、
避難所によって設備の差
もあり、子連れや高齢者、
障害をもつ人にも過ごし
やすい避難所の選定も重
要である。私たちは、こ
のような問題を解決する
ために、災害発生時の二次避難所検索を目的とした詳細な避難所情報
や混雑状況を掲載し、避難時にルート案内を行うウェブアプリケーシ
ョンの開発を提案する。このアプリは災害時の身体的・精神的安全を
守るとともに、市民の災害に関する意識改革の目的も有する。将来的
には情報掲載の範囲を拡大し、全国の避難所データ、ハザードマップ
等の役割も請け負うことで、災害に関する情報入手のルートとして簡
単、確実な災害向け総合情報サービスを提案する。



Its pokapoka（東京高専）

使い捨てカイロの再利用
金魚（東京高専）

Be-Mice（長岡高専）

ECOストローング

　使い捨てカイロは、手軽に暖を取れることから多くの人の冬の必
需品となっている。日本カイロ工業会によると、2021年度における
使い捨てカイロの販売数は約17億枚であり、海外用も含めると1年
間で約20億枚以上を販売している。これらのデータから日本で捨て
られる使い捨てカイロは約73万トンと想定される。使い捨てカイロ
は一度きりの使用で終わる製品だが、使い捨てカイロを使用後に廃
棄物として捨てるのではなく、水質改善やそのまま土に還る肥料と
して再利用し、持続可能な開発目標(SDGs)の観点から改善すること
を提案する。
　さらに、災害時などの電力やガスが停止した状況下において、多
くの人に暖房手段として利用してもらい、人々の健康と安全を守り
たい。

　私たちは、環境にやさしいプラスチック素材の可能性を広げたいと
考えている。今回私たちが挑戦したプラスチック素材は、2023年に
Kimらにより発表されたエコストローで、原材料としてリグニン、クエ
ン酸、でんぷん（あるいはポリビニルアルコール）を用い、混合・加
熱してストロー状に成型するものである。原材料はすべて安全性と生
分解性があり、私たちでも作成できるノウハウが明らかになれば、持
続可能な社会を目指すエコ素材がより身近なものになると期待され
る。

　私たちの生活に必要なインフラを守り続ける上で、建設業界の人
手不足は深刻な課題である。この課題を解消するために、私たちは
「はしおし」という、様々な世代に建設業界やインフラメンテナン
スに興味を持ってもらうために開催する市⺠向けの体験型イベント
を開催してきた。今年度はさらに水の分野や防災の分野についての
体験内容を追加し、より建設業界を幅広く学ぶことができるような
イベントとなっている。
　水の分野では、水質管理に着目
し、ろ過装置を自分達で組み立て
てもらう体験を実施した。生活に
使われている水がきれいになる仕
組みを学んでもらうことができ、
実験感覚で楽しみながらろ過の
大切さについて学んでもらうこと
ができる。
　防災に関する分野では、近年
災害が多発しているため、防災に
関する大切さを身近に感じてもら
うことを目的とし、実際の地域の
災害状況に合わせたゲームを体験
してもらう。体験することによっ
て、防災施設など身近にある備え
や防災の仕組みについて学んでも
らう。

市民向け建設・インフラ体験イベント
「はしおし」の開催

ポンチ絵（縦ver）

　製紙工場でのロール紙の
巻取り時に生じるシワや不
良をリアルタイムで検知す
るシステムを提案します。
このシステムにより、年間
約 5000 万円の損失を防
ぎ、資源の廃棄を大幅に削
減します。AIを活用したイ
ベントベースビジョンカメ
ラ と 異 常 検 知 手 法
（PatchCore）を用いて、
リアルタイムで不良を検知
し、問題が発生した際に即
時に対応可能なソリューシ
ョンを提供します。

長岡高専プレラボチームG（長岡高専）

その紙どーいがー?
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『日本で1番女子学生数が多い高専が考えた』
中学生と高専生のマッチングアプリ 

F4〜4階のフリータイムファミリー〜（石川高専）

温めるだけで高性能な衛生検査を！
高機能ポリマーが織りなす濃縮技術 

3Dプリンタ×スマートハウス

ほたるいか高専（富山高専）

　近年、職業のバイアスで
女性が参入しにくい業界が
ある。そこから、高専女子
が少ないという理由がある
のではと考えた。そこで、
SDGs目標の4、5、8、9番と
共に課題解決に向けたアプ
リを提案したい。それは、
中学生が話したい高専生に
気軽に相談出来るマッチン
グアプリである。アプリ内
では高専の魅力を発信し、
宣伝することもできる。
　中学生、主に女子学生の
悩みの種を解決すると共に
高専への新たなイメージ作
りができ、高専女子を増や
すきっかけになるだろう。

濃縮系女子(G-Con : Girls-Concentrated)
（富山高専）

　地震、洪水等の災害において現場の衛生状態を管理することは重要
である。しかしながらPCRのような高価で大型の装置は災害現場への
導入が難しく、一方、抗原検査等の簡易法であると検出感度が不十分
となる。一方、温度応答性ポリマーは低温状態では水に溶解し、温め
ると相分離しゲル状の析出相を形成し、目的物質をゲル相に濃縮する
手法が研究されている。今回の取り組みでは、温度応答性ポリマーを
使って温めるだけで菌類を迅速簡便に分離・濃縮する技術を探索し、
簡易検査法の高感度化への応用を提案する。

　スマートハウスを取り入れた3Dプリンターで建
築する家を提案する。これまでの「スマートハウ
ス」「スマートホーム」は発電量と消費量のモニ
タリングできたりスマート家電を個別に操作でき
たりするものであるが、提案する「スマートハウ
ス」は各種センサやスマート家電を連携して動作
させ、生活の質の向上と省エネルギーを両立させ
た人と環境に優しい住宅を目指す。３Dプリンタ
ハウスの利点としては、通常の住宅に比べ建設費
用が安く建設時間が短く、建設用のデータさえ準
備できれば住宅ごとのカスタマイズが容易な点が
あげられる。
　この利点は通常の住宅建設で有効であるが、災
害時の仮設住宅建設においてはさらに有効であ
る。この2点を駆使し、今まで日本にないような
住宅を創り、少しでも多くの人に役立ちたいと考
えている。

チームNANA（福井高専）

コーヒーグラウンズで変える美容業界

　コーヒーグラウンズ(抽出後の
コーヒー粉）はSDGsの観点から
廃棄物削減や資源の有効活用に期
待できる。この取り組みは廃棄物
を再利用した新しい製品開発に繋
がると考え、近年男性にも注目が
集まる、美容業界へのアプローチ
を考えた。衛生や安全性の確保が
課題であり、製品化には、品質管
理や消毒プロセスの確立が必要不
可欠である。しかし、コーヒーグ
ラウンズには抗酸化物質が豊富
で、スキンケア効果が期待できる
ため、これを活用し美容パックへ
の応用を提案する。
　また、消費者にエコフレンドリ
ーな価値を伝えるマーケティング
戦略についてもターゲット市場を
明確にし、安全性、安定供給、消
費者の受け入れを重視する必要が
ある。
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健康測定機器による高齢者の健康増進 防災グッズに大変身！間伐材を利用した
炭素を固定する学習机と椅子

長生きし隊（長野高専）

　石油資源に由来する温室効果ガスによって地球沸騰化が起きていま
す。石油資源の使用を全廃して低炭素化社会の実現には、膨大量な石
油資源に変わる持続可能な資源が必要です。地球上で最も多量なバイ
オマスは樹木です。樹木を用いたバイオリファイナリー型社会の実現
に向けたカギは樹木を育てる林業です。森林の土砂崩れを監視する土
壌センサーは林業の従事者の命を守ります。
　この土壌センサーは、多数を日陰に埋設するため、電池交換や太陽
光発電は不可能です。私たちは土壌センサーの電源として「森林の土
壌で安定して発電できる微生物燃料電池」を研究・提案します。

つちのこ（福井高専）
森林の土壌で安定して発電できる微
生物燃料電池の開発

さかちゃんズ（長野高専）
水害からまちをまもる！街中水路をリスク
からベネフィットに

　町の中にある小水路の氾濫によ
る被害を最小限にするために、リ
スクである水路を技術で有効に制
御・活用するためのシステム構築
に取り組んだ。IoT小型水位計を
開発・設置し、リアルタイムで表
示・閲覧できるサイトを構築した。
　水位計は役所の担当者が希望の
場所に設置、サイト上に自由に情
報掲載可能で、住民への情報周知
に役立てられるだけでなく、デー
タに基づく水路の流量操作により
氾濫を防ぐことができる。
　小さな自治体では住民から氾濫に関する情報提供を受けても人手が
十分でないことが多い。本システムは、水位データ、河川状況の画像
を任意の場所・時間で確認でき、維持管理が容易となるうえ、街中の
水路を「水害を発生させるもの」から、「水害を防ぐもの」に変える
ことが出来る。

　この提案では、高齢者向けの体
力測定の新しいアプローチを紹介
する。具体的には、複数ある体力
測定のうちの一つ、開眼片足立ち
の計測結果を素早くかつ簡単に取
得できる新たな機器の開発である。
　これらの体力測定は、高齢者の
健康寿命を延長するために行われる運動の効果を評価するために重
要である。今回の機器は計測者1人につき被計測者3人まで同時に測
定するものである。測定した結果は測定が終了するとただちに本部
に送信され、集計が完了する。
　従来の測定方法は、多くの人と時間を必要とするため、高齢者が
体力測定を受ける機会に限界があった。結果の集計にも多くの時間
がかかり、計測結果をすぐに反映させることが出来なかった。しか
し、この提案によりより多くの高齢者が体力測定を受ける機会が提
供され、迅速な結果のフィードバックができるため健康寿命のさら
なる延長が期待される。私たちの開発する機器は、高齢者の生活質
の向上に寄与し、健康な老後をサポートする。

Woodys（岐阜高専）

　近年、地球温暖化の
深刻化への対策や災害
時の避難所の生活環境
の改善は大きな話題と
なっている。また、地
域に目を向けると森林
面積が約80%を占める
岐阜県では維持管理上
の副産物である「間伐
材」の利用が積極的に
行われている。
　そこで、私たちは間
伐材を使った防災グッ
ズを提案する。本提案
は避難所としての役割
がある学校において、
平常時には学習机とし
て利用し炭素固定を実
現する。加えて、災害
時には避難生活を支え
る防災グッズに形を変
えることができ、避難
生活の快適性向上を図
る。
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富士なび（沼津高専）富士グリーンリーフ（沼津高専）
お茶の廃棄物を活用したエコバッグで
富士山のゴミ問題を解決

　富士山は日本一高い山であり、多くの観光客が訪れる。富士山のゴミ
問題やお茶の廃棄物に関する問題を解決する「茶殻エコバッグ」の製作
と、富士山の登山口や観光地と連携して「茶殻エコバッグ」の販売を行
うことで、より多くの人へエコバッグを使えるようにする。それによっ
て環境への悪影響を減らし、地域文化の伝承や経済の活性化、そして
人々の環境に対しての意識の向上につながる。

　本提案は、富士山周辺
におけるオーバーツーリ
ズムの問題を解決し、地
域経済を活性化させるた
めのスマートナビゲーシ
ョンシステムの開発であ
る。このシステムは、観
光客の動きをリアルタイ
ムで可視化し、混雑を避
けた観光スポットへの誘
導を行うとともに、観光
客の移動パターンやフィ
ードバックを分析し、最
適な観光プランを自動生
成する。これにより、観
光客の体験向上と観光地
の持続可能な発展を実現
する。
　また、地域事業者とも
連携し、リアルタイムで
のクーポン発行やプロモ
ーションを行うことで、
観光客を広く分散させな
がら地域の経済効果を最
大化する。観光客は個別
にカスタマイズされたプ
ランを楽しむことがで
き、地域住民との共存を
可能にするためにも観光
マナーの向上を図る。

富士山スマートナビゲーション 

　現在65歳以上の5.4人に1人は認知症患者である。高齢者の方々は人
と会ったり色々なことを考える機会が減ることから、脳への刺激が減
少する。コミュニケーションは思考や感情に刺激を与え、認知症予防
に効果的だと言われている。そこで私たちはより一人一人に寄り添
い、一人一人の話し方のイントネーションを学習し、より親しみを感
じてもらえるような対話型AIロボットを提案する。

エクスペクト・パトローナム（鈴鹿高専）
パーソナライズな対話型ロボットで
認知症（ディメンター）予防

バトンProject つなげ！（鈴鹿高専）
持続可能な社会を実現するバトン
Project！

　バトンProjectは「食品寄付活性化による食品ロス削減」を掲げ、
まだ食べられるのに捨てられていた食品を、子ども食堂などの食品を
必要としている方々につなぐ社会を目指す学生団体である。主体的に
寄付を募ったり、安心して寄付を行う機会を提供するため食品を受け
取る方のデータベースを提供し、寄付をする方に成果を報告して信頼
を築く。食品を必要としている方々の元へ、寄付に込められた想いも
届く世の中を実現する。
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さとえもん（舞鶴高専）キラータフガールズ（舞鶴高専）

　誘拐事件の未然防止に特化した
防犯グッズは少ない。そこで、
GPSタグの子機が親機から離れた
とき、親機に子機の位置情報を通
知し、保護者に子供が誘拐される
前 に 危 険 を 伝 え る 仕 様 の
｢echodian｣を作る。ビーズ、シ
ール、ワッペンとして子供に付け
られ、飾り付けは自由である。親
機からリアルタイムで子機の位置
情報を認識し続ける仕様ではな
く、離れた距離に応じて異なる通
知を親機に伝達する仕様である。

　私たちは持続可能な社会を続けていくには、「教育」がとても重要
であると考えている。また、これからの義務教育にとって重要なこと
は、自らの頭で考え、責任をもって判断する力を身に付けることだと
考える。そこでチーム「さとえもん」は、これからの義務教育で求め
られる環境教育の在り方について考え、『小中学生向けの新たな環境
教育教材・はぴエコ』の開発・提案をする。

　日本は、様々な自然災害が起こっている。日本の地形、気候などか
ら、台風や大雨、地震など様々な自然災害が起こりやすい。災害が起
こると、人々の生活を脅かし、被災時に困ることの上位にライフライ
ンの停止があげられる。停電によって日常生活に支障を加え、暗闇の
中で、特に子供や一人暮らしの高齢者は不安な気持ちになる。
　私たちはこの停電に注目して、災害時のQOL(Quality Of Life)をあ
げるような『懐中電灯ホログラム』を提案する。照明環境の暗さは人
に不安感を与え、驚愕反射が増大すると言われている。停電が起こっ
た時、懐中電灯だけでは光源が小さい。そこでホログラムを用いて懐
中電灯の光を拡散させ、懐中電灯の大きさに合わせて長さが変えられ
る伸縮自在な製品を提案する。これを用いて、停電でも困らない社会
を目指す。

チーム大根（奈良高専）

　和歌山県の特産品である南高梅は完熟すると独特のフルーティーな
香りを持つが、梅干しに加工し天日による乾燥することで、フルーテ
ィーな香りが消えて梅干し特有の香りになってしまう。近年、梅干し
の売り上げは横ばい状態であり、これまで大きく売り上げが変化した
要因のひとつに、はちみつ梅干しのような調味梅干しが販売された時
である。
 そこで、今回私たちは新しい梅干しとして南高梅独特のフルーティー
な香りを維持した梅干しの開発を目指す。

PLUM　GIRLS（和歌山高専）
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echodian 
居場所通知型子供見守りグッズ

小中学生向け環境教育における
新たな教材『はぴエコ』の提案 

QOLをちょっと上げる防災グッズ
『懐中電灯ホログラム』

和歌山県産南高梅の特徴を活かした
フルーティーな香り梅干しの開発



　食品バイオマスは糖化資源の代替資源として注目されており、代表
的なものにとうもろこしが知られている。本取組みは山陰地方の特産
である大栄スイカに着目するとともに、スイカの未利用部分の有効活
用について提案するものである。スイカを利用した食品はいくつか市
販されているが、未利用部分を活用した食品への応用例はない。本取
組みではフードロス、SDGsなどに寄与することや起業家を目指すと
いう観点から研究に取り組んだ。
　スイカの外皮から単離・抽出した酵母を利用することで、スイカの
風味を活かしたアルコールやその他関連食品を創出する。また本取組
みについては，我が国の科学技術
を担う次世代の理系人材のタマゴ
を発掘するために、近隣の中学校
にて講演会を実施している。
　内容は理系の生活や研究につい
て紹介を行い、関心を持ってもら
うとともにリケジョ発掘の取り組
みを行っている。

山陰の食材を使った発酵食品を提案 米子高専
（米子高専）

　2009年から行ってきた、食
品廃棄物の卵殻膜を機能性材
料として応用する研究におい
て、燃料電池の動作で課題と
されていた100度以上におけ
る高温動作ができる燃料電池
を開発しました。この活動
は、12.「つくる責任つかう責
任」、7.「エネルギーをみん
なにそしてクリーンに」へつ
ながる活動です。高温で動作
する燃料電池をつくるため
に、150度条件において劣化
しない装置を作り、100－150
度の高温で発電性能を示す燃
料電池を完成させました。今
後は触媒を白金から、別の安
価な金属にした際の動作性能
を検討していく予定です。

4ever（松江高専）

　国際エネルギー機関(IEA)加盟国には
各国石油輸入量の90日分の石油を備蓄
することが義務付けられており、IEA加
盟国である日本は緊急時対策として国家
石油備蓄基地を全国に設置している。過
去、大規模地震による石油タンクスロッ
シング（液の揺動）の影響で甚大な被害
が生じた。将来襲来が予想される南海ト
ラフ地震等への備えが求められており、
石油タンクスロッシング現象の解明は震
災レジリエンス強化につながる重要な課題である。本提案では地震時の
スロッシングを評価するための実験を構築・実施し、その結果得られた
結論を報告する。
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米子高専B&C研究同好会（米子高専）

COSMOS（米子高専）
天体分光観測用波長較正ユニットの
開発とその活用

　米子高専科学部は2023年度に既製品の1/6の費用（約25万円）で3倍
の性能を持ち自作が容易な分光器を開発した1）。これにより、今後全国
の高校や公開天文台の分光器の保有率が飛躍的に高まると考えられる。
　そして、今年度は天体分光観測を容易にし、探求学習での採用数をさ
らに増やすために、分光器の「波長較正ユニット」を開発した。波長較
正とは、分光器で撮像したスペクトルに波長付けを行う作業であり、従
来の分光器ではこの作業に多大な労力が必要だった。そこで私たちは、
任意の分光器に接続可能な波長較正ユニットを開発し、この作業にかか
る労力を大幅に低減させた。私たちの波長較正ユニットは既製品価格の
1/4の約5万円で自作できるので、本ユニットの製作法を全国的に発信す
れば天体分光観測を探究学習のテーマ
に採用する高校が画期的に増加すると
考えられる。
　「理科離れ」が叫ばれて久しいが、
天体分光観測の導入によって高校での
探求学習を充実させ、国内の科学技術
の振興を図ることが私たちの目標である。

スイカ酵母を用いたアルコール並びに
関連食品の創出

廃棄物を材料として活用した
燃料電池の開発 

石油備蓄陸上タンク震災レジリエンス
強化のためのスロッシング評価



輝け！女性エンジニア

　少子高齢化やグローバル化が進む
社会において、地域の魅力を多くの
人に分かってもらうことは、地方活
性化を進めるうえで重要なポイント
である。そこで私達は、高専で学ぶ
都市計画などの専門知識を地方活性
化に活かすため、呉高専が位置する
広島県呉市の活性化に向けて計画を
立て実行するKUREワンダーランド
プロジェクト活動を発足した。
　はじめに、身近な問題と呉市の活
性化のつながりについて考えたとこ
ろ、クラスメイトのムスリム（イス
ラム教徒）の留学生が、宗教上食べ
るものが限られているため、利用で
きる飲食店が制限されていて困って
いることに気が付いた。そこで、宗
教などの信仰または言葉が分からな
いことが理由で、呉市で飲食を楽し
めないという状況は、外国人にとっ
ても文化に触れる機会を損失してい
るし、お店にとっても売上の機会損
失になっているのではないかと考
え、呉市で外国人が利用しやすい店
を紹介するＭＡＰを作成したり、増
やすような活動を行うことにした。
　イスラム教徒は世界に18.5億人い
て（一般社団法人ハラル・ジャパン
協会HPより）、彼らを含めた外国人
が利用しやすい街になることで、呉
市に訪れる外国人が増え、呉市の活
性化に繋がると考えられる。以上の
ように、呉市に訪れる外国人観光客
を増やす活動を提案、紹介する。

　工業の技術発展には多様な視
点が必要である。しかし工業系
の企業では、その視点の一つで
ある女性技術者が少ない傾向に
ある。そのような現状を打開す
るため、私たちは、工業の道へ
進む女性、高専の女子学生を増
やす活動を提案する。この活動
では女性が少ない環境へ行く不
安や、工業系の仕事に対する世
間のイメージの改善を目標にし
ている。実際に高専へ進んだ女
性の正直な話を聞ける機会を作
ったり、工業で活躍する女性の
姿を示すことで目標の達成を目
指す。

しまんちゅ（広島商船高専）

　物流は人々の生活にとって
必要不可欠なものである。授
業で物流への学びを深めてい
くにつれ、知識と体験を結び
付けたいと考えるようになっ
た。そこで、ゲームを通して
物流の仕組みを理解し、物流
の必要性やありがたみを抱い
てもらうための物流ゲーム
「HEXATICS」を提案する。
本校の講義でこのゲームを取
り入れることによって、物流
への興味や知識を深め、この
ゲームをきっかけに一人ひと
りの物流への意識を高めてい
きたい。

 　本提案は，新しいCUDのあり方を専
門家やデザイナー、社会全体に問いか
けものです。新しい配色や画期的なデ
ザイン手法や或いはサイネージのデジ
タル化を触発するかもしれません。
　日本のCUDフィロソフィが最先端と
なり、世界の公共サイン等が日本の
シン・CUDに則って描かれるような未
来を想像しています。
　目指すのは、色覚の多様性が尊重され色覚異常者を含む全ての人が暮ら
しやすい真に色彩豊かな社会の実現です。
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物流を学べるゲーム開発（HEXATICS）
 -教育を通して物流に革命を-

KUREワンダーランド（呉高専）
KUREを外国人の訪れやすい街に！ 

MECA女養成プロジェクト（呉高専） からふるらぼ（呉高専）
“ シン・CUD 1.0 ”の提案
～照明から考える新しいカラーアクセシビリティ
ガイドラインの第一歩～



　本提案の目的は、「呉市空き家バンク」のホームページの情報を、空
き家利用希望者にわかりやすく、魅力的に発信し、空き家の現状と「空
き家バンク」の認知度・利用度を高めることにある。私たちの活動とし
て、
①空き家バンクに掲載されている空き家の中から関心のある空き家を選
び、見学・調査に行く。
②空き家のリノベーション案を各自が作成し、意見交換、ブラッシュア
ップをして平面図やイラストとしてまとめる。
③呉市の空き家バンクに
リノベーション案を例示・
掲載してもらう。
　増加する空き家は日本
の大きな課題であり、空
き家の活用を通して、持
続可能な豊かな生活の提
案を目指している。

　シールドマシンのカッタビットの研究
は、トンネル工事の効率化と安全性向上
に寄与する。ビットの先端部（チップ）
の性能を最適化することで、工期短縮や
コスト削減が期待され、今までにないシ
ールドマシン専用の規格の提案も可能に
なる。
　これまで掘削中に礫等によりに欠損が
生じる詳細なメカニズムは不明とされて
いたが，私たちはその再現実験に成功した。
最適なチップの硬さを探求することが出来れば，工事の効率化と安全性
の向上により，女性を含む幅広い人々も働きやすい環境へ改善できると
考える。

　平成30年7月豪雨の被害を
受けた経験を持つ女子学生
が主体となり、同年代ある
いは小中学生に対する防災
教育を実践する。
　卒業研究およびインキュ
ベーションワークでこれま
で行ってきた防災教育の実
践を津波避難に特化して行
う、地域の大規模な津波避
難訓練の結果を評価して、
避難しない人に避難を促す
ための方策を検討する。
　360°カメラの現地画像か
ら津波のイメージを再現し
たVRツアーを作成して、VR
を使って学生に訴えるだけ
でなく、ハザードマップと
地形を立体化した模型を作
りながら実際の地形をイメ
ージしやすいモノづくりを
加えた防災教育活動を展開
する。

　現在、海洋ゴミ問題が
深刻化している。船舶運
航の障害となったり、砂
浜を汚染するなど海の生
態系バランスを崩す原因
となっている。そこで私
たちは、ウミガメ型ロボ
ットによるマイクロプラ
スチックごみ回収事業を
提案する。本提案では、
少ない労働力で海洋ゴミ
を回収し、海に流れ出る
ゴミを減らすことができ
る。環境保護や漁業の安
全に役立てることができ
るだけでなく、地域との
連携でコミュニティの強
化、さらに高専女子の技
術力をアピールすること
で、高専を目指す女子を
増やす。
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リノベンジャーズ（呉高専）
呉市空き家バンクの情報を魅力的に
発信しよう！

河村ＬＡＢ（呉高専）
津波避難を促すための防災教育VR
ツアーと3Dハザードマップの活用

呉高専しげまつLab（呉高専）
トンネル掘削における最強の次世代
カッタビット探求‼  

E-Project シーパートナーズ（宇部高専）
ウミガメ型マイクロプラスチック回収
ロボットで世界を救う



　各種製造工場では、フ
ォークリフトをはじめと
したキャリアカーで物品
を搬送するが、労働人口
の減少、担い手不足によ
る現場の負担増に加えて、
現場の排気ガスによる労
働環境の悪さ改善はもと
より、物価上昇に伴う人
件費の削減や作業効率向
上による増収が喫緊の課
題である。
　私たちは、AI機能を搭
載したワイヤレス給電型
キャリアカーで上記課題
を解決する。この提案で
は、充電のための待機時
間も不要なので常時稼働
することができ作業効率
を大幅に改善できる。AI
による物品の重量や場所、
ルートを全自動で認知し
て稼働するため人件費の削減はもちろん、新任社員の研修時間の大幅
な削減など様々なコスト削減が可能である。排気ガスも無く、労働環
境保全も担保でき社員の心身の安全を確保できる。
　この提案は、収益拡大を目指しながら、企業、そこで働く社員、さ
らに地球環境の保全に努めながら、私たちの目指す持続可能な生活に
直結する。また、女性の力の差による業種選択の制限を軽減にも貢献
し得る。

　まず、日本事情の教育を充実さ
せるための手助けとして、専門の
指導者は必要なく学習者である外
国人留学生が日本の社会システム
を学習でる教材（ボードゲーム及
びカードゲーム）を開発すること
を目指している。
　次に、完成した教材は、他高専、
他大学等に配布し、外国人留学生が日本で生活するために必要な知
識を習得する教材として活用する。日本人と遊ぶことで、国際交流
のツールとして異文化理解に役立てる。最終的には「わかる」×
「できる」の２つのバランスを考慮した日本事情学習の教育システ
ムを確立させる。

　近年、救急医療の需要が
高まっている中、実際に救
急車が患者のところへ到着
するまでが10分、AEDの使
用率は5%未満というような
現状である。そのため救急
車などが到着する前に、い
ち早くAEDを含めた救急セ
ットをドローンで配送し、
使用を促す。119番通報をし
た際、救急医療と連携した
ドローンによるAED等の救
急セットの配送​を行うこと
で、AEDの保守管理にかか
る費用の削減、生存率向上
を図る。

　日本の女性工業技術者は
男性の1割程度です。これ
は、理系や技術分野が男性
的と考えられる社会、ロー
ル モ デ ル の 不 足 、 教 育 環
境、自己効力感の差、職場
環境などが要因です。私た
ちは教育環境に根本原因が
あると考え、幼少期から数
学や科学に興味を持つ機会
を増やせば問題解決できる
と考えました。そのため、
新しい入力デバイスとeスポ
ーツを開発しました。これ
により、楽しく手と頭を使
ってSTEAM教育ができ、そ
の効果は無限大です。
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E-Project（宇部高専）
ワイヤレス給電キャリアカー 

ハートブースター（宇部高専）
AED救急配送システムの提案

ワードコネクタ（宇部高専）
ボードゲームおよびカードゲーム型
「日本事情」学習教材開発プロジェクト

おおしまっこ（大島商船高専）
十人十竹 -あなただけの竹とんぼと
一緒に工学的思考を- 



くらふと女子（阿南高専）

授乳室お困りごと解決し隊（香川高専）

　今回の提案は、光技術、特にレーザー加工技術の持つ幅広い可能性
を探求し、環境保護や地域文化の発展に挑戦することを目的としてい
ます。日亜化学工業株式会社や株式会社レーザーシステムの協力によ
り、最新の光エレクトロニクスに関する講義を受けた私達は、高専内
のレーザー機材を使って実践的なプロジェクトに取り組んでいます。
　具体的には、ペットボトルを代表とする樹脂を素材としたリサイク
ル製品の制作に取り組み、環境問題の解決に挑戦しています。また、
キーホルダーやウッドバー
ニング、ガラス加工の応用
として、徳島県の伝統工芸
品「遊山箱」の新たなデザ
イン提案を通じて、地域文
化の保護と観光資源の強化
にも取り組んでいます。
　光の持つ幅広い可能性を
探求し、技術、環境保護、
地域文化という3つの側面
から社会に貢献することを
目指しています。

　プログラミング教育の必修化
により、小中学校での授業実施
が必要とされていますが、教員
不足やプログラミングスキルを
持つ教員が少ないことが課題で
す。これにより、学校ごとに授
業の質に差が生じ、生徒がスキ
ル習得に困難を感じています。
また、楽しく学べる教材も十分
整備されていません。
　本提案では、市の教育委員会、
企業、高専の学生が連携し、3
つの目標を達成することを目指
します。1つ目はプログラミン
グ授業を行える教員の増加、2
つ目は各学校で同一レベルの授
業を実現すること、3つ目は楽
しく学べる教材の開発です。
　現在では、阿南市の小中学校に出向いてプログラミングの出前授業
を行い、成功を収めています。後々は、地域の方々や他の高専生と協
力し、地域全体で実践的なプログラミング教育の実現を目指します。

　「まちの活性化」と「地
域の技術者増加」をターゲ
ットに、それにつながる取
り組みとして、LEDを活用
した小中学生向けのＬＥＤ
オブジェ工作講座の実施お
よび、そのオブジェを用い
たイルミネーション展示に
取り組んでいる。女子高専
生が工作講座の講師をする
ことで、理系女子や技術者
を目指す子どもを増やすこ
とに取り組んでいる。ま
た、作製したLEDオブジェ
をイルミネーションとして
お祭りに展示することで、
地域の賑わい創出につなげ
ている。

　育児中の女性の社会参画には、
女性側の育児負担を減らし、男性
が育児参加しやすい社会構築が重
要であり、授乳室に焦点をあてた
独自のアイディアを提案する。
　「見る見るmilkるーむ」は授乳
室を快適・便利にするための機能
を強化した、ICカードリーダーつ
きのインターホンである。育児中である証明となる「おもいやりカー
ド」を活用することで、女性は安心して、男性は気兼ねすることなく
授乳室を利用できる。
　男性も育児参加しやすい社会へと変えることで、女性の社会進出と
少子高齢化の解消が目指せる。
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TRUST（阿南高専）
光のまち阿南から世界に向けて
レーザー加工を使った新たなものづくり

小中学生に向けた体験講座を通して
リケ女を増やし、地域活性化へ

林檎の木（阿南高専）
高専生による小中学校における
プログラミング教育のレベルアップ！

見る見るmilkるーむ 



　生活をしていて目にする苔に興味を持ち，何か生活に活か
せないかと思い，苔玉を作ろうと考えました。苔玉をつくる
過程で，地域の廃棄物をマッチングすることで，リサイクル
商品としての価値を創造することができると思います。苔が
光合成することで苔玉周辺の二酸化炭素が吸収され，酸素が
増えていきます。このような人間活動によって排出された二
酸化炭素を苔が吸収するはたらきは，カーボンニュートラル
の仕組みと同様なものであると言えます。

　ピア・フィードバックとは、学生同士の相互フィードバックに
より学習を行う手法で、様々な教育機関で実践されています。学
生同士の学習能力向上やチームワークの向上など、良い教育効果
が多数報告されています。私たちはピア・フィードバックを行う
ためのシステムの開発に挑戦します。本システムにより学生同士
の能動的な学習と、より深い学びを得るための一助になることが
期待できると思います。

　この大会に参加するに
あたって、地球温暖化の
原因である二酸化炭素に
着目した。今日、私たち
が住んでいる日本で一番
発電率が高い発電方法は
火力発電だ。メリットと
して、安定した電力供
給・コスト削減などある
が、デメリットとして、
大量の温室効果ガス
（CO₂）を排出する。私
たちは、この温室効果ガ
スをもう一度利用する方
法を考えることで、持続
可能な社会を目指せると
考えた。

　SDGs12番つくる責
任つかう責任につい
て、トマトの廃棄量を
少しでも減らすことに
より環境への配慮を目
指そうと考えている。
着色料はトマトの好き
嫌い関係なくとも誰で
もに使ってもらえるよ
うにと考えている。ト
マトが嫌いな人はトマ
トを食べないため、大
量に生産されても廃棄
することになる。その
廃棄量を減らすために
トマトを食さない方向
で何かをつくることが
できれば、誰でもトマ
トの消費の力になるこ
とができるのでトマト
で着色料作りを提案す
る。
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苔玉BONSAIイノベーション（香川高専）
地域のミライを変える“共創力”
癒しの苔玉パワー

ゼリービーンズ（新居浜高専）
目指せ循環型社会！

ハムスターズ（弓削商船高専）
高専生のためのオンライン・ピア・
フィードバック・システムの開発

トマト嫌いな人達がトマトで何かを
作ってみた件について（高知高専）

トマトで着色料作り



　保育施設は幼児が安心安全に園での生活を送ることができるよう健
全な保育を行い、適切な環境で心身の発達を助長する重要な施設であ
る。しかし置き去りや閉じ込め等をはじめとする不適切保育が頻発し
ており、幼児の安全に生きる権利が脅かされている。そこで門の施錠
検知システムと、トイレの閉じ込め検知システムを提案する。
　ラズベリーパイに接続したセンサーから鍵や電気の点灯状態を把握
し、鍵や扉が開閉したときに保育士に通知するシステムとなってい
る。保育士に通知するシステムは園の鍵が定義した状態から変化した
際、窓や倉庫など鍵がかかる場所であれば応用ができるため、汎用性
が高い。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　私達は第1回・第2回高専GCONで
　　　　　　　　　　　　　　　　先輩方が提案された「サーキットデ
　　　　　　　　　　　　　　　　ザイン教育で日本の回路設計技術者
　　　　　　　　　　　　　　　　（サーキットデザイナー）不足を解
　　　　　　　　　　　　　　　　　決する」という想いを受け継ぎ、
　　　　　　　　　　　　　　　　まずは足元の有明高専で全学生・全
　　　　　　　　　　　　　　　　教職員がICチップを試作する「サー
　　　　　　　　　　　　　　　　キットデザイナー1000人計画」を
　　　　　　　　　　　　　　　　提案します。従来、ICチップ試作は
特定のコース・研究室の4年生以上の先輩方しか経験できていませんで
したが、専門知識と経験が無い低学年の私達が試作を経験し、インスト
ラクターとなることで、学年・コースを問わず全ての学生・教職員がIC
チップを試作できる未来を実現します。　　

有明高専発！サーキットデザイナー
1000人計画～全ての学生・教職員
がICチップを試作できる未来へ～ 

　私たちの高専がある場所は有明海の近くである。有明海は海苔の養殖
が有名だ。そのため、海苔工場が有明海の近くに集まっている。その工
場では海苔を作る際に出る工場排水に微細海苔が含まれているが、その
工場排水が水路にそのまま流されているため、水路から悪臭が漂ってい
たり、水路の水が赤くなっていたりする。
　一方で、行政によって水路の塩分濃度は定期的に測定がされている
が、今までに
水路の堆積物の
分析や除去のた
めの具体的な対
策は行わていな
い。それを解決
するためにまず
は独自に簡易調
査キットを用い
た水質調査等を
行い、微生物の
調査や条件の調
査を行った。具
体的な提案は今
後の課題とし、
引き続き調査・
研究を進めてい
く。

　最近、大阪・関西万博のキ
ャラクター、細胞を擬人化し
たアニメや映画、細胞性食品
（培養肉）などSDGsで細胞が
身近な話題となっている。一
部の細胞は培養することがで
き、細胞同士を融合すること
でそれぞれ能力を保持させる
こともできる。しかし、ヒト
細胞の場合はこれまで細胞融
合に適した融合パートナーが
ないので研究が進んでいない。
　そこで私たちは新たにヒト融合パートナーを作製し、元々体内で抗
体をつくっているB細胞と融合することによって、抗体産生能と無限増
殖能をもったハイブリッド細胞をつくる技術の開発をめざした。
　それによって、これまで抗体遺伝子を組み換えて動物細胞（CHO細
胞）でつくっていた「組換えヒト抗体」を「天然ヒト抗体」としてス
マートにつくれるようになる。また、私たちがつくった融合パートナ
ーを普及させることによって、世界中で様々な天然ヒト抗体を効率的
につくることが期待できる。
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保育施設での見守りシステムの開発

子どもの安全守るっ隊シスターズ
（久留米高専）

海苔排水から人々を救い隊（有明高専）
海苔排水で困る人たちに私たちがで
きること

三代目サーキットデザインGirls（有明高専） Nit♡Kit 細胞LAB（北九州高専）
細胞融合で天然ヒト抗体をスマートに
つくる〜新しいヒト融合パートナーの
作製〜



MiMiCs（大分高専）

　私たちの生活に必要不
可欠なインターネット。
10代から60代までの使用
率は9割を超えるが、字が
小さい、操作が複雑でわ
かりにくい等の理由から
70代以上の使用率は4割
だ。そこで私たちはスマ
ートフォンより画面が大
きいタブレットにするこ
とで大きな文字を見やす
く簡潔な機能にすること
でより使いやすく、高齢
者の暮らしを豊かにする
サービスを提案する。こ
の企画を実現させ、活き
活きとした人生を送るこ
とができる共生社会を目
指す。

　今回私たちが考えたのは、企業と子供達をネットワークで繋げるサ
ービスの提案です。企業側は、お金を支払うことで、このサービスに
参加することができる仕組みを考えています。企業の社員が直接子供
たちに、仮想空間上で職業体験を行うことができたり、一般的に知ら
れていないような企業の小話や豆知識を、サービス上に載せることも
可能です。子供側は、時間や場所に限らず、ネットワークにつながる
端末さえあれば、企業側から上記の接待を受けることができ、ゲーム
感覚で仕事や企業の動かし方について学ぶことができる仕組みを考え
ました。

　大分県の農地保全に
つながる在来トウモロ
コシを通じて、その加
工品であるもちきび粉
を用いたペースト菓子
（ポレンタ）とバイオ
ミメティクスにより着
想を得た液体保持器具
（スタンプ）を用いる
知育菓子を開発した。
スタンプは、3Dプリン
ターにより様々な形状
に造作可能であり、そ
れを用いてもちきびポ
レンタ表面に酸液を塗
布するとアントシアニ
ンの作用により酸発色
し、文字や図形を表現
できる。
　この知育菓子を小さ
なお子様を持つ母親へ
提案し、子供たちが美
味しく食事をとりなが
ら、ポレンタ表面にお
絵かきをし、楽しみつ
つ地域文化や、化学現
象を理解することにつなげる。また、それは育児を行う女性の育児負担
軽減にも貢献し、女性が活躍できる社会の実現に寄与する。実際の事業
化に向けては、ポレンタに付属するおまけスタンプ（付録）とし、希少
性やコレクション性を持たせ、リピート購入により販売を拡大させる。

　本提案は、まちづくり
に高専生が参加し、地域
住民の集う空間を作った
り、子どもたちへの学習
支援や遊び場の整備を行
ったりすることで、まち
に対する地域住民の関心
や興味を集め、みんなで
まちを育てる「コミュニ
ティデザイン」手法の構
築を目標としたものであ
る。高専生がまちに飛び
込み、課題解決に向けた
活動を多角的に行うこと
で、田舎の強みである地
域住民間のコミュニティ
が強化される。そのまち
づくりの波及効果で、ソ
ーシャルビジネスやコミ
ュニティビジネスにより
地域経済を回し、持続可能で魅力のある「地域創生」の仕組みを作るこ
とを目指した取り組みである。
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歩く寝袋（北九州高専）

おえかきポレンタ

クマさんと絵本（熊本高専）
企業と子供を繋げる
職業体験サービスの提案

チーム・Co住創（都城高専）
高専生が地域を繋げる
「コミュニティ・アーキテクト」の実践

高齢者用タブレットの開発



すくすく育てたい！竹の魅力！

　都城市における古紙のリサイ
クル率が24.4％となっている。
理由として、アップサイクル
（不要な製品をより価値のある
ものにアップグレードすること）
などが浸透しておらず、リサイ
クルが身近なものとなっていな
いのではないかと考えた。また、
都城にはかつて手漉き和紙文化
が栄えていたが、今は後継者がおらず廃れてしまっている。私たちは
リサイクル・アップサイクル・ダウンサイクル・リメイク（以後、サ
イクル'sとする）を広めることでごみの排出削減に貢献したいと考え
た。私たち自身でアップサイクルした紙を使用し、サイクル'sが自分た
ちでも気軽に始められると知ってもらう冊子を作成する。この冊子で
いらないから捨てるという考えだけではないことを広め、ごみの発
生・資源の使い過ぎを防ぎ森林保全を目的とする。

竹取のオンナ（都城高専）

　現在日本では、放
置竹林問題が深刻化
しています。放置さ
れた竹林には、土砂
災害を引き起こす危
険性や、獣の住処に
なってしまうことか
ら、近くの田畑を荒
らされてしまう危険
性や、日照が悪くな
ることから起こるリ
スクが増えてしまう
などの問題がありま
す。以前は家具や日
用雑貨にも多く使用
されていた竹は、プ
ラスチックなどの代
替品が普及したこと
により消費量が大き
く減ってしまいまし
た。私たちは、そん
な竹がまた多くの場
面で使われるように
なることを目標とし
ています。

　山崩れや地震、津波など
多くの自然災害が隣り合わ
せの日本では日頃からの事
前防災が重要となる。我々
は保育園や小学校の頃から
避難訓練や講義を聞いたり
と当たり前のように取り組
んできた。
　そこで、今回私達は、地
域防災力向上に寄与する
「防災カードゲーム」を開
発し、もっと防災について
の知識を広め、子供、障害
者、外国人など異なる特性
を持つ人々に合ったデザイ
ンを用いたカードでゲーム
をすることで、それぞれの
知識の過不足と偏りを失く
すと共に、参加者同士のコ
ミュニケーションを促し地
域コミュニティの醸成に貢
献することで、災害による
被害を最小限に抑える手助
けになると考える。

　農業は深刻な人手不
足に直面している。原
因のひとつに、年齢に
より、離農する農家が
いる一方で、新規就農
者が少ないことが挙げ
られる。農業を若者に
とって、親しみやす
く、魅力的にするため
に、私たちは、植物を
楽しく育てることが出
来るIoTデバイスを提案
します。このデバイス
は、ミニトマトなどの
食用植物の鉢に差し込
んで使用し、アプリを
通して、水やりのタイ
ミング、育て方のコツ
などをアドバイスしま
す。植物に人格を入れ
て、チャットのように
やり取りすることがで
き、若者が農業に興味
を持つきっかけを作り
ます。
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地宝地守（都城高専）
アマテラスオオミ紙

破天荒がーるず（都城高専）
防災カードゲームによる
「地域防災力」の向上への取り組み

Feel fit（鹿児島高専）

植物と対話できるサービス



　2024年沖縄では数十年以来の大
規模なサンゴの白化現象が起きて
いる。健全な海洋生態系の維持には、
まずはその現状を正確に知ることが
最も重要である。
　そこで、GCON2024では海洋生
物調査システム（名称：アクアスコ
ープ）の開発とアクアスコープを用
いたサンゴと魚の健康調査を行う。アクアスコープは、海中または海
上ドローンで取得した海中の画像を画像検出AIで解析することで、サ
ンゴと魚の生息状況のデータを人手を介さずに取得し調査するシステ
ムである。アクアスコープにより地域・季節ごとに解析された科学的
データを用いることによって、海洋生物保全や海洋環境の向上を行う
効率的に行うことができると考えている。

　私たちの地元沖縄では、美ら
海水族館や首里城や多くのビー
チなどたくさんの観光地がある。
しかし、観光地は安全性や景観
重視のためゴミ箱が少なく、ゴ
ミのポイ捨て問題が起きている。
　そこで、動くゴミ箱ロボット
（名称：ポントス）の開発を行
い、観光地の美化を行うプロジ
ェクトを開始した。ポントスは
駆動輪、デプスカメラ、サイネ
ージ用ディスプレイなどを装備し、ゴミ箱を背負って動くことができる。
デプスカメラで周辺にいる人間や障害物を検出し自動走行を行える。
　また、周辺にいる人間の年齢や性別をAIで推定し、人に合わせた広告の
配信をディスプレイで行い、広告宣伝料を自ら稼ぐことができる。このユ
ニークなロボットを用いて観光地での実証実験を行なう。

　世界の食料廃棄物の約6
割は家庭から排出されてお
り社会問題となっている。
その総量は6億3,100万トン
に上る。
　そこで私たちは家庭内の
フードロスを削減する必要
があると考え、家庭内で最
も破棄されている野菜類に
注目した。冷蔵庫内にどん
な野菜があるか手軽に知る
ことができればフードロスを削減できると考えた。そのために、
冷蔵庫に設置されたカメラと連動するスマートアプリ、べジスキ
ャナーを提案する。冷蔵庫内にある野菜の種類と保存日数を自動
でリスト化、賞味期限が近い野菜のプッシュ通知やレシピ提案機
能により、冷蔵庫内の食材を効率よく管理することでフードロス
削減を目指す。

　今まで、「理系を増
やそう」という取り組
みはありましたが、女
子をピンポイントでタ
ーゲットにしていると
ころが無いことに気づ
き、女子にももっとロ
ボットや工学に興味を
持ってもらいたいと思
い、より身近に持って
来れないかと考えまし
た。理系女子を増やし
たいと考え、私達は女
子に機械の魅力を体験
イベントをもって伝え
る活動を提案します
　これからの社会を支
えていくのは女性だと
考えます。この活動は
その時代の変化の一歩
になると考えていま
す。
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うみあっちゃー（沖縄高専）
水中ドローンとAIを使った
沖縄に住むサンゴと魚の健康調査

とらっちゅ（沖縄高専）
移動するゴミ箱ロボットによる観光地
美化プロジェクト

べジスキャナー
bio（都立産技高専） NTP（サレジオ高専）

工学好き育成プロジェクト



　現代の中学生は、自己理解の機会
が少なく、その結果として「やりた
いことが見つからない」や「進路の
選択肢が限られてしまう」といった
課題を抱えている。この問題に対処
するために、中学生が自分の可能性
を広げ、主体的に進路を選べるよう
サポートするアプリを開発しようと
考えている
　このアプリを通じて、中学生が自己理解を深め、自らの「やりたい
こと」を見つけ、選択・決定する力を育てることを目指す。最終的に
は、社会に出た際に自分の得意分野や興味を活かし、やりがいのある
仕事に就くための土台を築くサポートをすることがゴールだ。
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【参考資料】
令和6年度の高専の女子学生比率（本科）は24.6%、女子学生入学比率（本科）は26.66％です。
国立高専機構の「ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン（DE&I）推進宣言」では、令和10年度まで
に、女子学生入学比率（本科）が35％以上となることを目標としています。

えびてん（神山まるごと高専）
中学生に寄り添いながら自己選択・自己
決定を促すことで、進路の選択肢を広げ
るアプリ開発



高専GCON2024　エントリーチーム属性

函館工業高等専門学校
苫小牧工業高等専門学校
釧路工業高等専門学校
旭川工業高等専門学校
八戸工業高等専門学校
一関工業高等専門学校
仙台高等専門学校
秋田工業高等専門学校
鶴岡工業高等専門学校
福島工業高等専門学校
茨城工業高等専門学校
小山工業高等専門学校
群馬工業高等専門学校
木更津工業高等専門学校
東京工業高等専門学校
長岡工業高等専門学校
富山高等専門学校
石川工業高等専門学校
福井工業高等専門学校
長野工業高等専門学校
岐阜工業高等専門学校
沼津工業高等専門学校
豊田工業高等専門学校
鳥羽商船工業高等専門学校
鈴鹿工業高等専門学校
舞鶴工業高等専門学校
明石工業高等専門学校
奈良工業高等専門学校
和歌山工業高等専門学校
米子工業高等専門学校
松江工業高等専門学校
津山工業高等専門学校
広島商船工業高等専門学校
呉工業高等専門学校
徳山工業高等専門学校
宇部工業高等専門学校
大島商船工業高等専門学校
阿南工業高等専門学校
香川高等専門学校
新居浜工業高等専門学校
弓削商船高等専門学校
高知工業高等専門学校
久留米工業高等専門学校
有明工業高等専門学校
北九州工業高等専門学校
佐世保工業高等専門学校
熊本高等専門学校
大分工業高等専門学校
都城工業高等専門学校
鹿児島工業高等専門学校
沖縄工業高等専門学校
東京都立産業技術高等専門学校
大阪公立大学工業高等専門学校
神戸市立工業高等専門学校
サレジオ工業高等専門学校
国際高等専門学校
近畿大学工業高等専門学校
神山まるごと高等専門学校
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3
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1

高専名 チーム数
■学校別参加チーム数

■学年別

■チーム人数別

小計 85

■参加学生分野別

■性別
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文部科学大臣賞 ドローン×AI動作解析によるスポーツ競技力向上
アプリの開発

「スポーツ競技力を向上したい」という自分ごとの問題点を
解決するために、周囲の人を巻き込み、センシング、ICTの
技術構築をし、さらに実証実験を行い、ブラッシュアップを
重ねて精度を上げてきたことが評価されました。

米子高専　誰もがきっと、速くなる!

（審査員講評より）

優秀賞

（審査員講評より）

酪農家・乳業界と社会を
革風製品でつなぐ

函館高専
COWNECT

自治体と連携して住民に分かり
やすいハザードマップを提供し
たこと、自分たちの感覚を大切
にした見せ方の工夫が評価され
ました。

優秀賞

（審査員講評より）

オープンデータを使って斜面崩壊
リスクを全部可視化するプロジェクト

沼津高専
サイトマン

バター生産の副産物である脱脂
粉乳を使って皮を生産する取り
組み、地域の課題発見、課題解
決と、大胆な発想が評価されま
した。

沖縄高専
しんかぬちゃー

豊田高専
早坂・大畑Lab

釧路高専
僕ら大好き報連相！

米子高専
誰もがきっと、速くなる!

函館高専
COWNECT

仙台高専
アナリスト

新居浜高専
photocatalyst twins

明石高専
たまごだいふく

ファイナリスト賞

ファイナリスト賞

ファイナリスト賞

木更津高専
チャリンコ倶楽部

鳥羽商船高専
ezaki-lab

沼津高専
サイトマン

福島高専
チーム・まちのお医者さん
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高専GCON2024　表彰一覧

ファイナリスト賞

ファイナリスト賞

ファイナリスト賞

ファイナリスト賞

ファイナリスト賞

ファイナリスト賞

ファイナリスト賞

ファイナリスト賞

ファイナリスト賞

ファイナリスト賞



オープンデータを使って斜面崩壊
リスクを全部可視化するプロジェクト

ドローン×AI動作解析による
スポーツ競技力向上アプリの開発

SDGs奨励賞

大分高専
MiMiCs

おえかきポレンタ

ユース賞

廃棄物から代替プラスチック⁉
～環境問題への挑戦～

仙台高専
マテ女（まてじょ）と

愉快ないいんちょ

ダイバーシティ＆インク
ルージョン奨励賞

福井高専
つちのこ

森林の土壌で安定して発電で
きる微生物燃料電池の開発

鹿島建設賞

福島高専
チーム・まちのお医者さん

Let's Go!! ＷＡＫＩパークレット

社会インフラを守る建設会社として、自分
たちのまちをどのように豊かにするかを真
剣に考えている姿勢、その実現に向けて若
い皆さんが様々な施策にチャレンジしてい
ることに感銘を受けました。

（執行役員人事部長 西澤直志氏）

東京水道賞

豊田高専
早坂・大畑Lab

DAMONDE（だもんで）

コンクリート構造物に注目した点、そして何
よりもCO2削減に取り組んでいることが私た
ちの事業との親和性も高く、素晴らしい発表
でした。是非様々な取り組みを具現化させて
ください。

（代表取締役社長 野田数氏）

村田製作所賞

木更津高専
 チャリンコ倶楽部

衛星データを活用した潜在的「魚の
ゆりかご水田」分布把握手法の開発

メンバーの「おもしろい挑戦」を起点とし
て、新たなイノベーションにつながっていく
点がムラタとの親和性が高く、大変共感しま
した。また実地検査を含む３現主義、3人の
チームワークに感銘を受けました。
（人材開発部採用課
                シニアマネージャー 宇佐美順氏）

JFEスチール賞

沼津高専
サイトマン

イノベーションや先進性、独自性、技術の
深みなどを重点的に評価しました。データ
の精度の向上、汎用性を高めてゆけば、日
本にとって大事なリスクモデルになってゆ
くと期待できる発表でした。

（人財企画部採用室室長　今井敬氏）

東京エレクトロン賞

米子高専
誰もがきっと、速くなる！

まず二人のプレゼンが元気だったこと。さ
らにAI画像分析で人の動きをモニタリング
し、アドバイスするという実用性も高そう
なことを評価しました。さらに研究を進化
させることを期待しています。

（人事部・部長代理 竹内かおり氏)

ユース賞
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企業賞

イノベーション奨励賞

呉高専
リノベンジャーズ

呉市空き家バンクの情報を
魅力的に発信しよう！

奨励賞



本選審査員メッセージ

後藤 景子
豊橋技術科学大学特任理事・奈良国立大学機構特任教授

　まずは、課題発見・課題解決の取り組みに地域密着という切り口でチャレンジされた皆さんに敬意を表します。チ
ームで協働してアイデアを形にする、まさに社会実装プロセスのパイロットモデルの構築を経験されました。
　大会を通して得られましたワクワク感や楽しいコミュニケーションと、経験値にさらなる学びによりキャリアを蓄
積し、一人一人の将来像につなげてください。そして、つながった仲間たちは一生の宝です。

有吉 恵子
キオクシア株式会社　先端技術研究所

　本日はありがとうございました。素晴らしい発表を聞かせていただきました。
　皆さんの発表を聞いていて、皆さんの日常生活の中で問題を見つけて、それを自分たちでどうやって解決していく
かを考えて、いろんな人を巻き込んで解決していくといった活動をこんなに若い時から経験できているのは、非常に
羨ましいなと思うと同時に私自身大変勇気をいただきました。
今後の皆さんの活躍を期待しております。

長 伸明
株式会社リバネス　製造開発事業部　ものづくり研究センター　センター長

　社会課題に対して高い感度を持ち、技術確立や実践として社会課題解決に挑戦している姿に感動しました。ただ、
本日のコンテストを発表しただけで終わりにするのは勿体無いです。これからは実際に”社会課題の解決を成し遂げ
る”というフェーズになるはずです。例えば技術の検証やビジネスプランのブラッシュアップ、知財など様々な”やる
べきこと”があるかと思います。ぜひ、引き続き応援させてください。

角田 夕香里
vivola株式会社　代表取締役CEO

　私自身も研究者というキャリアからスタートして、企業の中で新規事業を立ち上げ、また今スタートアップとして
5年目の会社を経営していますが、皆さんのプレゼンを聞いて、本当に人の心を動かす、興味を持つという第一歩っ
て、プレゼンなんだなと実感しました。今日の皆さんは、うまく事業内容を説明すること以外にも、本当にいろんな
人を巻き込んでいく様子が表れていたと思います。今日のことを資産に、ぜひ今後も研究や将来に生かしていただけ
ればと思います。

横田 浩一
一般社団法人アンカー共同代表理事、 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科（SFC）特任教授

　私は初回から審査に関わっていまして、毎年レベルが上がっていることを実感しています。また一次審査も担当し
ていますが、実はどのチームを本選に選ぶか、相当悩みました。やっぱり事前審査では本当のところは分からない部
分がありまして、そういった意味ではここに来られただけでも、皆さん素晴らしいなと感じています。
　今日ここで体験した機会を自分のものにし、様々なネットワークを広げて、次のキャリアを考えるきっかけにして
ください。
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高専GCON2024要項

◇主催：独立行政法人国立高等専門学校機構

◇名称：第3回高専GIRLS SDGs×Technology Contest(高専GCON2024)

◇共催：日本経済新聞社　

◇後援： 内閣府、文部科学省、国立研究開発法人科学技術振興機構、独立行政法人国立女性教育会館、
一般社団法人全国高等専門学校連合会、特定非営利活動法人日本女性技術者フォーラム（JWEF）、
特定非営利活動法人Waffle、公益財団法人山田進太郎D&I 財団、
特定非営利活動法人ジャパン・ウィメンズ・イノベイティブ・ネットワーク（N P O 法人J -Win）、
公益社団法人日本工学教育協会

◇協力：一般社団法人アンカー、高専キャリア研究所、リバネス

◇運営：高専GCON2024運営委員会

◇協賛： 鹿島建設、ＪＦＥスチール、東京エレクトロン、東京水道、村田製作所、アクセスネット、
伊藤忠テクノソリューションズ、ＡＧＣ、サイオステクノロジー、住友金属鉱山、全日本空輸、
ＴＤＫ、TMEIC(ティーマイク)、トヨタ自動車、日本精工、ピューズ、マブチモーター、
三菱電機エンジニアリング、安川電気

◇高専GCON2024オフィシャルHP

https://gcon.kosen-k.go.jp/

オフィシャルHPの主なコンテンツ
◇About GCON

目的、募集テーマ、参加条件、審査基準、表彰、大会スケジュー
ル、エントリーシートのダウンロード
審査員紹介、サポーター紹介、協賛企業紹介、クレジット・・・

◇NEWS
最新のコンテスト情報発信

◇トピックス
イベント等の最新情報

◇オリエンテーション
オリエンテーション動画の紹介・リンク

◇本選アーカイブ
◇GCON2024オフィシャルムービー

◇高専GCON2024本選アーカイブ

https://channel.nikkei.co.jp/kosengcon2024/

高専GCON2024本選動画を、日経の映像ポータルサイト「日経チャ
ンネル」でアーカイブ配信中です。

◇高専GCON2024オフィシャルムービー
高専GCON2024のコンセプトムービーです。

https://youtu.be/6WgfxXV0l08
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斎藤 明日美氏

横山 広美氏

GCONのＧが取れる日を目指して

　勉強会は、斎藤明日美の講演「理系女子にとって高専を最高の学習環境にしよう！」からスタート。斎藤氏は、
OECD加盟国比較からも理系女子が少ない日本の現状がある一方、国際学力調査では、15歳の数学平均スコアは男女
ともに1位であることを紹介。「理系女子の水漏れパイプ問題」の原因は、進路や文理選択時点での「ジェンダーステ
レオタイプ」の固定概念が社会全般にあり、特に教育現場での影響も大きいことを示唆した。そして、理系女子を増
やす取組として成功した米国の大学の事例を紹介。この改革実行のポイントとして、①組織トップのコミット、②入
門クラスの見直し、③研究機会を与える、④ロールモデルに会える機会、⑤女性教諭率の向上、等をあげた。
　横山氏は、高専機構としての行動計画策定の背景、中でも「エクイティ」を入れた議論について説明。この実現に
向けては教育現場の現状にも留意し、「働き方改革」をとの両輪で進めてゆくことが重要という認識と、具体策とし
ての「現場の負担軽減につながる好事例の共有」、「女性教員サポートの視点からも“並走”するリーダーが必要」等
が示された。
　勉強会の後半では、内田氏からの教育現場での「アンコンシャスバイアス」が見られる
実例の紹介、それを受けたバイアス解消に向けた具体策の議論が活発に行われた。最後に
3氏の共通認識として、「日本の改革を高専から取り組む！」、「みんながバイアスを意識
しながらお互いの能力を伸ばす！」等の決意が示され、勉強会は終了した。
　

アンコンシャス・バイアスへの意識づけと行動変容啓発

　2024年9月に東京都立産業技術高専で開催された教員研修、講師の中条氏は2020年まで富士通で女性活躍推進に携
わっていた経験を活かし、主に企業を対象にダイバーシティ推進に向けた研修を行っている。
　研修前半は中条氏が講演。世界と比較した日本のジェンダーギャップ指数や幸福度の状況を紹介。これらの原点に
は「DE&Iの遅れが多面的な影響を及ぼしており、今後は日本人一人一人が「社会や組織の多様性（ダイバーシテ
ィ）」、「違いを活かす行動（インクルージョン」、「個人差や状況に配慮し、不平等を特定して対処する（エクイ
ティ）」への理解・行動が重要なことが示された。　
 　中条氏は続いて「アンコンシャス・バイアス」について触れ、人間は9割以上が無意識行動であること、無意識は
経験に左右されるため、経験によっては情報の分類の仕方による認識のひずみ（アンコンシャス・バイアス）が生じ
る可能性があることを説明、バイアスに気づいて行動を変えていくための具体的な行動について紹介した。
　研修の後半ではグループディスカッションを実施。「身の回りにどのようなアンコンシャス・バイアスが存在する
か？」「公平性を意識するとどのような対応が必要になるか？」について話し合い、グループ発表が行われた。

　＜中条薫氏（SoW Insight代表取締役社長）のコメント＞
　人と人との関係は、学校でも企業でも同じだということを改めて感じました。先生方が「結局は一人一人をしっか
り見てあげることが大事」とお話されており、本質に気づかれているのがうれしかったです。それぞれが細やかに対
応をされることで、不具合があっても上手く解決してよい方向に向かっていけるのはないかと感じました。
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GCONではコンテスト開催に限らず、GCON趣旨（理系女子の裾野拡大）及びその前提となるDE&I（ダイバーシティ・エクイティ＆インクル
ージョン）推進に向けて、様々な活動を実施しています。

理系進学選択への一歩を支援
 　12月15日に開催されたGCON2024本選では、後援団体の「山田進太郎D&I財団」の協力
で、「女子中学生対象のGCON見学ツアー」が初の試みとして行われた。
　これから高専に入学する（かもしれない）中学生たちは、高専生の取り組みとその発表に
熱心に耳を傾けてた。　参加した女子中学生からは、以下のような感想が寄せられた。

　「自分が知らなかったことを知ることができておもしろかったし、SDGsについて知ること
もできたので、参加してよかったです」
「まだ中1でよくわからないことも多かったのですが、熱心に解説してくれてうれしかったで
す」
「高専でどんな勉強をするのか、少し知ることができたように思います」

　ポスターセッション終了後、女子中学生たちは高専卒の学生団体「Uni-KOSEN」の学生と
の昼食座談会に参加。実際の高専での学びや生活、高専卒業後の進路など、様々な話題で交
流した。

＜協力＞　公益財団法人山田進太郎D& I 財団

内田 由理子氏

ジェンダーギャップ勉強会

教員研修



私の履歴書

「君たちはどんな人生を生
きたいか？」
こう聞かれたら皆さんはど
う答えますか？
そのヒントになるのが、自
分は何者かを振り返り、
VISIONやWILLを設定して
みることです。
キャリアや働き方の概念が
大きく変化している中で、
みなさん一人一人の「自分
の生きたい人生に近づく」
ヒントをお伝えします

＜出演者から＞
高専GCONでは、社会課題への理解や技術だけでなく、なぜ皆
さんが取り組んでいるのか？という原動力にも焦点が当てら
れます。しかし、自分のことほど、自分ではわからないもの
です。『私の履歴書』では、これまでの経験や影響を受けた
人々を振り返り、自分の興味関心、価値観、将来の展望につ
いて解像度を高めます。是非、私と高専出身の内山さんの
『私の履歴書』を参考にしながら、皆さんも取り組んでみて
ください！

SDGsとサスティナビリティ

SDGsが企業経営の中核に
なってきた背景、サスティ
ナビリティと様々な社会課
題の捉え方、SDGsを実践
してゆく上で求められる3
つの本質「バックキャステ
ィング」、「マルチステー
クホルダー、「自分ごとと
しての行動」などを解説し
ています。

＜出演者から＞
SDGsの本質、特徴とは、未来から今の戦略や行動を考えるバ
ックキャスティング、多くの分野や所属の人たちと共に考え
行動するマルチステークホルダー、そして内発的動機付けか
らくる自分ごととしての行動です。ぜひそのことを意識して
課題解決のアイディアを考えましょう。

イノベーションを起こしていく
ための鍵“QPMIサイクル”

＜出演者から＞
ビジネスでよく用いられる「PDCA」は、既存業務の改善には
効果的です。しかし、SDGsをはじめとする地球規模の課題解
決においては、PDCAサイクルをいくら回しても解決できませ
ん。「QPMIサイクル」は、個の熱を起点として、複数のテク
ノロジーや知識を集積させて、地球課題を解決するための全
く新しい概念です。実装力を持つ高専生がこの考え方を身に
つけることで、新たな技術の社会実装と地球規模の課題解決
が加速すると考えています。

ビジネスでよく用いられる
「PDCA」は、既存業務の改善
には効果的ですが、SDGs等の
地球規模の課題解決において
は、PDCAサイクルをいくら回
しても解決できません。
「QPMIサイクル」は、個の熱
を起点として、複数のテクノ
ロジーや知識を集積させて、
地球課題を解決するための全
く新しい概念です。実装力を
持つ高専生がこの考え方を身
につけることで、新たな技術
の社会実装と地球規模の課題
解決が加速すると考えていま
す。

自分たちの想いを届ける、構造
的エントリーシートの作成法

課題解決に向けた斬新なアイ
デアがあっても、その意義や
意味を効果的に伝えられなけ
れば、その魅力はなかなか他
者には伝わりません。
そもそも何が課題で、なぜ解
決する必要があり、自分たち
のアイデアが課題に対してど
んな変化を生み出すのか、課
題背景とアイデアの繋がりを
整理することが重要です。
これらを構造的に整理・言語
化して、いかに自分たちの思
いやアイデアを効果的に伝え
るエントリーシートにするか
を解説します。

＜出演者から＞
技術とローカルな視点を併せ持つ、高専生のアイデアはユニー
クなものが多いのですが、その一方で魅力がうまく伝わりきら
ないシーンも多く目にします。どんな課題があるからこのアイ
デアなのか、そのプロジェクトが個人の趣味ではなく他者や社
会にとってどんな意義があるのか等、客観的な視点で整理する
ことで、魅力が伝わることに加え、アイデア自体も深まり、当
初のビジョンやパッションの再発見にもつながり、より多くの
人を巻き込む取り組みになります。ぜひご覧ください！
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GCONでは、SDGs、イノベーション、ダイバーシティへの理解、高専生のキャリア等、コンテスト趣旨への理解や高専
生の将来への啓発につながるコンテンツをサポーターの協力で制作・公開しています。

～グラフィックレコーディング／感想ツリーに込められた想い～
グラフィックレコーディングは、単なる記録ではなく、対話を可視化し、新たな気づ
きを生み出す力を持っています。言葉だけでは伝えきれない熱量や背景にある想い
を、色や形、構図を通して表現することで、参加者がより深く理解し、共感できる場
をつくることができます。私はこの手法を通じて、多様な視点をつなぎ、議論を活性
化させることを大切にしています。話し合いの内容を定着させ、後から見返したとき
にインスピレーションを与える道しるべとなります。また、グラフィックがあること
で、会話に入りづらい人も意見を持ちやすくなり、より開かれた対話が生まれるので
す。グラフィックレコーディングや感想ツリーによって「誰もが主体的に参加できる
場をつくること」を目指しています。
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  高専GCON2024に先立ち、東京お台場のテレコムセンタービルにて、全国から集まった26チーム約90人の高専生と、協賛企業・サ
ポーターらによるイベント「GCONカンファレンス2024」が9月14日（土）に開催されました。
本カンファレンスは、GCON参加（予定）チームが、自分たちの取組みにアドバイスを受けることができる、高専生同士や企業・サポ
ーターとの交流を通じて新たな気づきやネットワークを築いてゆく場として開催。
当日は「ワールドカフェ」と題したテーブルセッションに始まり、高専チームによるライトニングトーク。そして高専生、協賛企業に
よるポスターセッション等、盛沢山のプログラムとなりました。

＜ワールドカフェ＞
　高専生と協賛企業の代表者が６人１組となり「技術で実現させたい未来社会」をテーマに、人
口、食料、介護などの社会課題解決について意見を交換し、考えを深める。高専生たちは各々の研
究分野や得意領域に関連付けながら、身近にある社会課題に対する意見や解決策を出し合いまし
た。協賛企業の参加者たちからは、実務的な観点や技術的なアドバイスが寄せられた。
　セッション後には、指名された高専生が話し合った内容の紹介や感想を発表。介護負担とい社会
課題を解決する「介護ベッドが変形し、車椅子のように移動したり、シャワーを浴びることもでき
る」などのアイデアを紹介した。

ファシリテイターを務めた横田浩一氏のコメント
　日本の社会課題が地方から顕在化していることを、都市部の出身者は実感しづらい。今、日本各
地からそれぞれの地方の実態を知るみなさんが集まり、交流できたのは有意義だったと思います。
　

＜ライトニングトーク＞
　参加13チームが自分たちの研究活動の概要を２分の制限時間で発表。限られた時間内に、自分たち
の主張を効的かつインパクトをもって伝えるトレーニングとして実施された。各チームは、テーマ
「ＳＤＧｓ と社会課題解決」に沿った独自の研究活動を、スライドを用いた思い思いのスタイルでプ
レゼンテーション。詳しい話が聞きたくなるような、懸命なピッチが繰り広げられた。

 ＜高専生ポスターセッション＞
　カンファレンス参加の24チームがチームが自分たちの研究活動を手作りのポスターで紹介。各ブー
スでは解説が行われ、協賛企業や後援団体、サポーター、他の高専の生徒や先生からの質問やアドバ
イスが飛び交う活発な交流の場となった。

 ＜企業ポスーセッション＞
　協賛企業が自社の業務や働き方などをポスターで紹介。各ブースでは担当者が高専生の質問に真剣
に答えた。
 

◇GCONカンファレンス2024全体の評価

とてもよかった　　77％
まあまあよかった　23％

◇GCONエントリー、またチーム全体の今後の活動の役に立ち
ましたか

とても役にたった　　85％
まあまあ役にたった　15％



田代小牧氏 宮本幸乃氏 黒澤慶子氏 野宮菜津貴氏 工藤美沙子氏

好きを強みに、前向きな歩みを

ポスターセッション

高専出身エンジニアが語る仕事の魅力と
最先端技術体験

100年先の未来につながるものづくり
をしよう！

  本プログラムはＧＣＯＮカンファレンスの特別プログラムとして、カ
ンファレンス前日に三菱電機グループの施設（横浜市）で行われ、6チ
ーム21名の高専生が参加した。
　プログラム前半は、高専出身社員による仕事紹介。機械系、電気
系、情報系の3人の社員が登壇、設計の仕事を選んだ理由、実際の業務
の詳細、得られる体験や知識、技術的なスキル、やりがいや達成感を
感じるときなどを話した。
　プログラム後半は、同社が開発に携わった最先端技術を高専生が体
験。「宇宙空間ＶＲ」で月面着陸するシミュレーション映像をＶＲで
体験した高専生からは、自分が月面に降り立ったかのようなリアルな
映像に驚きの声が相次いだ。
　また、のぞき見されにくく触れずに操作できる新技術が搭載されて
いる「空中タッチディスプレイ」では自分だけがタッチ操作できる新
鮮な感覚、建設現場で鉄筋が図面通りに組まれているかが簡単に検査
できる「Field Bar®（ＡＩ配筋検査端末）」では、細かいところまで
検出する正確性に驚きの声が聞かれた。

 　11月8日に、GCON協賛企業の鹿島建設を講師として仕事のや
りがいやキャリアについて考える出張授業が、呉高専建築学科3年
生のクラスで開催された。
　同社からは、呉高専OG2名を含む4名が講師として参加。トップ
バッターの宮島宏斗氏は、「100年先の未来につながるものづく
り」と建設工事の仕事の特長や建設業の使命を説明した。
　続いて登壇した志村大氏は、「建築技術」職と「設備技術」職
の仕事内容、進める上で大事なことを紹介。インターンシップな
どで建築や設備の施工管理の面白さを体感してほしいと伝えた。
　後半は同校OBの植田のぞみ氏と竹添慧史氏が登壇。具体的な仕
事内容と求められる・身に付けることができるスキル、仕事のだ
いご味や将来の抱負などを語った。
　講義を聞いた学生たちからは、「建設業界にも色々な仕事があ
ることを知った」、「将来に向けて準備するきっかけとなっ
た」、「建物を見る視点が変わった」など、様々な感想が聞かれ
た。

GCON本選トークセッション

GCON2024では、ゴールド協賛・シルバー協賛合わせて19社の企業が協賛。SDGs・DE&I啓発、高専生の成長支援等、GCONの目的・趣旨を基に、
様々な取組みでご協力いただいています。

三菱電機エンジニアリング特別プログラム鹿島建設・呉高専出張授業

　GCONでは、カンファレンスと本選で参加チーム・協賛企業がポス
ターセッションを実施。企業人との直接の交流で様々な気づきを得て
います。

＜参加チームポスターセッション＞
自分たちの活動内容を簡潔に説明することの難しさを知り、説
明することで自分の力も上がったと感じられたこと
実際に働かれている方のリアルな目線からの意見や現場の課題
点を聞くことができた
応用例に関して具体的な需要やアドバイスを聞けたこと
プレゼンへの質疑応答にむけて準備ができる時間になったこと
自分たちの研究にはまだまだ詰めていかなければならないとこ
ろがあると再確認できた・・・

＜企業ポスターセッション＞
自分の専攻とは違う分野のことも知ることができ、視野が広が
ったこと、1対1だったので質問がしやすかったこと
企業の人が自分たちの仕事に誇りを持っていることを感じら
れ、自分もそんな大人になりたいなと感じられたこと
たくさんの企業の方が自分たちを温かく見守り、応援してくれ
ているということを改めて感じることができたこと
多くの企業の方とお話することで、自身のキャリア感や今後の
進路の解像度が深まったこと
それぞれの企業の良いところや技術を知ることができ、自身の
研究とつなげることができたこと・・・

【企業との交流で得られたこと】  

リアルな交流だからこそ得られる気づき

※参加チームへのアンケートより
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「Field Bar®」は、三菱電機エンジニアリング株式会社の登録商標です。

  GCON本選のトークセッションには協賛企業から５名の女性技術
者・研究者が登壇。高堰うらら氏の進行で理系への関心の原点、現在
の仕事のだいご味、将来のキャリアなどについて語った。

高専生には、専門分野を学んだ経験を基にした優れたセンスがあ
ります。自分の能力に自信を持ち、仕事に取り組んでください。

 　 （田代小牧氏・鹿島建設）
新しい知見や考え方の創出にはバックグラウンドが異なる人を集
めることが必要です。女性が体験したからこそ得られることを大
事にしてください。

     （宮本幸乃氏・ＪＦＥスチール）
考える力や方法論といった理系ならではのベーシックスキルは必
ず役に立ちます。視野を狭めず、自分の軸を見つけて活躍してく
ださい。

    （黒澤慶子氏・東京エレクトロン ）
好きなものがあることは、自分自身の強みになります。今なかっ
たとしても、きっかけを見つけて、未来につなげてほしいです。

    　（野宮菜津貴氏・東京水道）
人生にはキャリアとライフイベントのバランスが変化する様々な
選択肢があり、最後に必要なのは体力です。ご飯をいっぱい食べ
て体力をつけてがんばりましょう！ 

      （工藤美沙子氏・ＴＤＫ） 



鹿島建設

高専生の皆さんの創造力と技術力を活かした取り組みはどれも素晴らしく、自らの手で社会課題を解決して未来を切
り拓きたいという熱意と、よりよい社会の実現に向けた皆さんの努力、本選での工夫を凝らした発表、そのすべてに
感銘を受けました。鹿島建設は皆さんが安全・安心で快適に暮らすことができる社会を実現するため、技術を磨きま
ちづくりやインフラ整備の分野で挑戦を続けています。「より良い社会をつくりたい」この思いは私たちも同じで
す。人の思いと技術を受け継ぎながらこれからも一緒にチャレンジしていきましょう。本大会の経験を糧に、さらな
る活躍されることを期待しています。これからも高専生の皆さんの挑戦を応援しています。

東京エレクトロン

JFEスチール

高専での学びを通じて培った専門知識や実践的なスキルを活かし、SDGsの観点から社会課題解決に向けた皆さんの取
り組みは非常に価値あるものです。時には失敗もあったかと思いますが、仲間とともに切磋琢磨し、新しいことに挑
戦した経験は、必ず将来への大きな力になります。東京エレクトロングループでは、挑戦を恐れず、常に学び続ける
姿勢を持った皆さんのような高専出身の方々が活躍しています。皆さんとともに、世界唯一の技術力で、半導体の技
術革新に貢献し、イノベーションを牽引していきたと思います。皆さん一人ひとりの情熱と創造力が、未来を変える
原動力となります。ともに新しい可能性を切り開いていきましょう。

より良い社会の実現に向けた高専生の皆さんの取り組みはどれも素晴らしく、高い志と実行力、そして豊かな表現力
に感銘を受けました。
 社会の新しい価値を生み出していくには、科学技術の進歩に加え、多様な価値観とその受容が大切です。私たちJFE
スチールは、鉄という素材、そして鉄をつくるという事活動を通して、地球の未来を、そして世界中の人々の生活を
より良い豊かなものにしたいと考え、社員一人ひとりが自身の能力や多様性を発揮しながら日々製造技術や商品の開
発に取り組んでいます。
 皆さんがさらなる挑戦を続け、個性や独自の視点が織りなす斬新なアイデアや熱い思いをもとに、未来を創るリーダ
ーとして存分に活躍されることを期待しています。

協賛社メッセージ
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協賛社メッセージ

東京水道

高専生の皆さんが日常のなかで課題意識を持ち、試行錯誤しながら社会や地域に貢献するための解決策を見出す姿に
感銘を受けました。また、解決に至るまでに多方面からアプローチするなどの緻密さは目を見張るものがありまし
た。一部の発表内容は、すでに企業とタイアップをしており、ビジネスの要素も含んでいることに対し感服いたしま
した。今後も大人が忘れてしまっている、高専生ならではの柔軟かつ大胆な発想で、様々な分野の問題を探求してい
ただき、飽くなき向上心を持ち続けていただきたいと思います。　私たち東京水道はこれからも高専生皆さんのチャ
レンジを応援し続けます。より良い社会を創るため共に頑張りましょう。

村田製作所

GCON2024に参加された高専生の皆さま、たくさんの感動をありがとうございました。すべてのチームが社会課題解
決に向けて熱い想いを持たれていたこと、また世の中の「当たり前」を「当たり前」とせず、新たな視点からアプロ
ーチする行動力と実行力に深く感銘を受けました。
同時に、私たちにとっても貴重な学びと気づきの機会となりました。
今回の成果は、学内外の方々と積極的に連携され、社会実装にむけて新たな知識や技術、リソースを得ながら地道に
努力された賜物だと思います。これからも多くの方々とのつながりを大切に、皆さまの今後の学びと成長を応援して
います。

50



協賛社メッセージ

GCON2024へ協賛させて頂きましたことを光栄に思いま

す。各チームのプレゼンは素晴らしく、ブースでの説明

も非常に分かりやすかったです。皆さんの「人のために

なりたい」という気持ちが伝わってきました。これから

も応援していきます！

高専生の皆さんには、様々な領域で培ってきた技術・技

能を土台に、社会が持続的に成長していくための技術開

発やアイデアを周囲と共に創造し、社会実装する力を育

んでほしいと考えています。 

現在世界は、加速する気候変動をはじめ様々な課題に挑

戦しています。挑戦で共に未来を変えていきましょう。

高専生の皆さんのアイデアを形に変える力に感動しまし

た。困難に立ち向かい、着実に挑戦を続ける姿勢は素晴

らしく、議論や協力、試行錯誤を経て得られた成果は、

皆さんの努力の賜物です。私たち住友金属鉱山も430年

以上の歴史の中で努力を重ねてきました。

共に未来を切り拓き、より良い社会を目指しましょう！

着眼点、事業化に向けた独自のアイデア、そして実現へ

のアクションなど、参加各チームのレベルの高さは大き

な驚きでした。チーム結成から始まった全てのプロセス

を通じ、幾多の困難をともに乗り越えたかけがえのない

仲間と経験を是非大切にしてください。

次のGCONではどんなアイデアに会えるのか、今から楽

しみです。

GCON2024に参加した高専生の皆さん、大変お疲れ様

でした。社会をより良くしていきたいという皆さんの熱

意が私たちにも力強く伝わってきました。私たちCTCも

これまで国内外のパートナーと世界の変化に対して挑戦

し続けてきました。

より良い未来に向けてこれからも共に困難に挑み、テク

ノロジーの力で切り拓いていきましょう。

GCONを通してみなさんの積み重ねや柔軟な発想に触れ、

わたしたちも大変良い刺激をもらいました。　近い将来、み

なさんが技術者や研究者、あるいはまた別の形で、社会の

主役となって活躍するのがとても楽しみです。

みなさんがさらにこれから作り上げていくものにも期待し

ています！ありがとうございました。

高専GCON2024に参加され、様々な社会課題の解決にむ

けて挑戦された皆様の飽くなき探求心とチャレンジスピリ

ットに敬意を表すとともに、今後のご活躍を心より願って

おります。

私たちANAグループは、空を舞台に社会貢献を続けてまい

ります。いつの日か、その舞台でもお会いできることを楽

しみにしております！

初めてGCONに参加をさせていただきましたが、皆様の視

点や発想、研究内容の質に圧倒され、プレゼン能力に舌を

巻き、高専生の凄みを感じた刺激の多い時間となりまし

た。

皆さんは将来の日本の技術を支える人材です。これからも

GCONを通じて様々なことに挑戦し、我々に新たな地平を

見せてください。応援しています。

アクセスネット

AGC

住友金属鉱山

TDK

伊藤忠テクノソリューションズ

サイオステクノロジー

全日本空輸

TMEIC(ティーマイク)
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トヨタ自動車

ピューズ

三菱電機エンジニアリング 安川電機

協賛社メッセージ

SDGsの視点で社会課題の解決に向けた技術開発を提案す

るGCONは、トヨタが大切にしているダイバーシティ

や、創業以来大事にしてきた「自分以外の誰かのために」

という想いと同じ価値観を共有しています。

柔軟で無限の発想力を持った高専生の皆さまのご活躍を

トヨタとしても応援しています！

今年も甲乙付け難い素晴らしい技術・アイディア・プレ

ゼンテーションでした。PUESは電動モビリティの技術

課題に日々取り組んでいます。

地域や社会が抱える課題に対し、自分たちの技術で解決

する方法を考え、形にする取り組みに共感し、刺激を受

けました。私たちPUESは高専GCONに参加した未来の

研究者･技術者を応援します。

社会課題に寄り添い、解決しようと取り組んでいる姿

に、とても共感しました。NSKでも持続可能な社会の実

現のために挑戦を続けており、皆さんの柔軟で斬新なア

イディアに大いに刺激を受けました。高専生の皆さんが

次の未来を創造していくことを期待しています。NSKは

これからも高専生の挑戦を応援しています！

高専GCONでは、高専生の皆様がユニークな発想力と高

専で培った知識を活かして社会課題に真摯に向き合う姿

に感銘を受けました。課題解決の具現化に向けて、企業

や個人と手を組んでいるチームもあり、その熱意と行動

力はまさに素晴らしいものでした。

マブチモーターは、未来を切り拓く皆様の挑戦をこれか

らも全力で応援します！

日本精工

マブチモーター

今年度は当社特別プログラムも開催させていただき、最

新技術を体験いただくとともに、高専での学びが社会で

どう生きているのかをお伝えしました。

GCONを通して課題を見つけ、仲間と協力しながらアイ

デアと技術力を持って解決に挑んだ経験は、必ず皆さん

の財産になります。

皆さんの今後のご活躍を応援しています。

安川電機は高専GCONの主旨に賛同し、2024年から協賛

しています。昨年の大会では皆さんの今までになかった

ような素晴らしいアイデアと、見事なプレゼンテーショ

ンに感動しました。

高専GCONでの経験はきっと一生の宝物です。皆さんが

未来をもっと良い世界に変えていくことを、私たちは応

援しています！

協賛企業応援メッセージ動画
GCON協賛企業は、高専生のポテンシャルを高く評価し、心から応援し
たいという企業ばかりです。
本動画では、全19社の協賛企業のメッセージを掲載。GCONに挑戦しよ
うという学生の皆さんへのエール、そしてこれからも皆さんの毎日の糧
になるメッセージとなっています。
是非、ご覧ください。

https://youtu.be/uSSvNVZ3ocM
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小林 真緒子
（株）アンカー 理事

皆さんの想いに触れることができ大
変刺激を受けました。高専GCONが
アイディアのブラッシュアップに加
えて、将来を考える機会になってい
たら嬉しいです。今回に限らず、こ
の先も互いに学び合いましょう！

大城 彩奈
次世代研究所 ADvance Lab 所長　
（関西学院大学2年）

メンタリングを通じて皆さんの研
究や発表活動に伴走できたことを
うれしく思います。自分だけでは
なく社会の課題解決のために研究
に取り組んだり、自分の経験や研
究をプレゼンした経験は、今後の
皆さんの人生の糧になると思いま
す！

大西 真駿
マックス・プランク老化生物学研究所
博士研究員　博士（理学）

私はポスドクとして現在ドイツで
生物学の研究をしていますが、若
くて元気のある高専生の皆さんの
アイデアと研究開発に対する熱意
にいつも刺激をもらっていまし
た。今後もその熱意の向くままに
突き進んでください！応援してい
ます！

藤田 大悟

情熱をもって、チームで課題を解
決していく。そのためには、小さ
く、細かく、多く、できる限り早
く試してみることが大切です。今
回仲間と議論したテーマをぜひ１
歩でも前に進め、多く笑顔を作っ
ていきましょう。

（株）リバネス
エリア開発事業本部 部長

正田 亜海
（株）リバネス
地域開発事業部

皆さんの課題の着眼点、身近な地
域の課題への取り組みの姿勢に非
常に感動しました！今回の発表だ
けで終わらず、少しでも気になる
こと、面白いと思ったことはこれ
からもぜひ挑戦してみてくださ
い！私も全力でサポートします。

前川 啓一郎
マサチューセッツ工科大学研究員

KOSEN Labo代表

私自身も高専出身のOBとして、”身
近にある課題を学んだ技術で解決
したい！”という学生さんのプロジ
ェクト、全力で応援しています！
想いを持った学生の皆さん、ぜひ
GCONへ応募してみてみてはどう
でしょうか。

橋本 光平
（株）リバネス
教育開発事業部

みなさんに伴走させていただき、
素晴らしいと感じたのは課題に対
するパッションとそれを解決する
技術力の高さです。ただ「伝える」
部分には更なる可能性を感じまし
たので、そこのお手伝いを引き続
きしていきたいです！

兼城 駿一郎
（株）高専キャリア研究所

代表取締役

皆さんが発表する課題や解決策に
はいつも驚かされています。高専
生ならではの着眼点や当事者とし
ての課題意識、そして高い専門性
がハイレベルに統合され、社会に
インパクトを与える成果が結実し
ています。今後も応援いたしま
す！

高堰うらら
オモテテ㈱代表取締役

技術力はもちろん、新しい発想や
着眼点、プレゼンテーションや展
示でのお話から伝わる皆様のパッ
ションにいつも感嘆します。
GCONでの他校との交流の機会も
大変貴重だと思います。ぜひ挑戦
してみてください！

長谷部 美紅
（株）横田アソシエイツ、

グラフィックファシリテーター
皆さんの自由な発想、挑戦する姿
勢や行動力、志高い想いが素晴ら
しく、未来を切り拓く可能性を感
じました。高専GCONへの参加を
きっかけに、より良い社会を共に
つくれたら良いなと思います。

内山 啓文
KOSEN LABO/教育系NPO 

私も高専出身ですが、毎年新たな
高専生の一面を知り、多様性と底
力に驚かされます。全国に点在す
る高専ならではの地域の目線と、
高専生の若者の目線から感じる、
課題とアイデアが日本の未来を創
ると信じています。更なる高専生
の躍進が楽しみです。

サポーターメッセージ

斎藤 明日美

GCONでは、毎年課題に対する洞
察力、そして高い技術力とプレゼ
ンの熱量に感嘆します。みなさん
のユニークな研究を携えて、奮っ
てご応募ください！また新しいプ
ロジェクトを見れることを楽しみ
にしています！

ノースカロライナ州立大学
博士課程在籍中
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運営委員会挨拶

内田 由理子

小林 美恵子

大槻 香子

松野 一成

国立高等専門学校機構教授/ダイバーシテ
ィ推進室アドバイザー
香川高等専門学校一般教育科教授

国立高等専門学校機構本部事務局
学務参事  教授

国立高等専門学校機構 ダイバーシテ
ィ推進室
釧路工業高等専門学校 教授

国立高等専門学校機構ダイバーシティ
推進室 
呉工業高等専門学校 教授

 　第3回GCONは、皆様の熱意と情熱に支えられ、盛況のうちに幕を閉じる

ことができました。運営委員一同、心より御礼申し上げます。

 学生のみなさんの独創的なアイデア、高度な技術力、そして社会実装への

熱意は、私たち運営委員の想像を遥かに超えるものでした。また、納得がい

くまで最後までやり遂げるバイタリティーと責任感を兼ね備えていること

を、私たちは目の当たりにしました。

　未来を担う技術者・研究者の卵たちが、社会課題に真摯に向き合い、その

解決策を提示する姿は、私たちに希望を与えてくれました。その目覚ましい

活躍と発信力は社会に大きなインパクトを与え、多くの中学生たちの憧れと

注目を集めていました。

　最後に、参加学生・サポート教員の皆様、協賛企業の皆様、そして関係者

の皆様に、改めて感謝申し上げます。学生のみなさん、あなたたちの素晴ら

しいアイデアと技術力、困難を乗り越える力と仲間を信じる力を誇りに思い

ます。未来を切り開くのは、まさにあなたたちです！

　GCONが根本に据えているのは日本の女性技術者・研究者を増やすとい

う目標ですが、少なくとも平成の時代までは、それは遠い夢物語として認

識されていたように思います。令和6年12月15日、日経ホールの舞台に

立ったファイナリスト12チームのメンバーは、自分の目で社会の中に課

題を見つけ出し、高専で培った研究力でその課題を解決する驚くべき方法

を確立し、パンチのきいたプレゼンテーションでわかりやすく披露してく

れました。その姿には、「焦らなくても大丈夫。理系女子の時代は間違い

なくやってくる」、そう確信させてくれる力強さがあり、技術の力で社会

をやさしく変えていくのは、女性にこそ向いている仕事なのではとさえ思

わせてくれました。

　女性も生涯の仕事を持つことが標準化しつつある昨今、女子中学生・女

子高校生が、ものを作る・社会を変えるという進路の魅力に気づき始めて

います。高専女子たちはその高い能力で「女子にも、できる」を示し、次

世代の女子たちを後に続かせることでしょう。サポーターや協賛企業のみ

なさまに自信と勇気の翼を授けられるGCONが、理系女子大量生産の源と

なることを期待してやみません。

　今年のGCONも参加された学生の皆さんの素晴らしいパワーに支えら

れました。GCONはSDGs、そして女性活躍の実現をテーマにしているの

で、他のコンテストとは違い多岐にわたるテーマが応募され、高専の技

術の幅の広さかがわかります。そして学生の皆さんのアイディアが豊か

であることと、それを支える技術を提示できる力があることを高専の教

員として大変、誇らしく思います。

　今年のGCON2024は9月にGCONカンファレンスを開催しました。ワ

ールドカフェやポスターセッションなど本選大会とは違った活気があ

り、参加してくれた学生の皆さんには大きな刺激になったと実感しまし

た。GCON2025もさらに進化し、より一層、女子学生や女性技術者を応

援するコンテストに発展していきます。たくさんの学生の皆さんの応募

を期待したいと思います。また、協賛企業の皆様はもちろんのこと、サ

ポーターや指導教員の皆様のご協力があってのGCON開催です。皆様の

温かいご支援に心より感謝申し上げます。

　GCONの「G」が取れるまで、GCONは高専女子のパワーを社会に発信

し進化します！

　高専生のみなさん、GCON2024へのご参加、誠にありがとうございま

した。エントリーしていただいた方々、エントリーご支援いただいた

方々、協賛いただいております企業の皆様、審査をお引き受けいただい

ております方々、様々な方々のおかげをもちまして、素晴らしいコンテ

ストになったと思います。GCONは技術・アイディアを競うコンテスト

ではありますが、学生自身の成長の場としてのウエイトの方が大きいと

思っており、このような“場”を学生に提供することこそが、学校としての

役割ではないかと思います。私自身、高専OBですが、学生時代にはこの

ようなコンテストはあまりありませんでした。今では多くのコンテスト

があり、どのコンテストもご自身の成長の糧になるはずです。学生に取

りまして、この状況を大変羨ましく思うと同時に、しっかりと運営し、

学生の成長をサポートしていきたいと思っております。

　今後もGCONは進化していくと思います。その進化には多くの学生の

参加が必要です。参加学生が成長し続けられますように、全力でサポー

トしていく所存です。どうぞ、宜しくお願い致します。
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